
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 教育学部
学科・専攻等名 学校教育教員養成課程
コース等名 障害児教育コース

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる
題目・問題・テーマ等を箇条書に記
入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき
最低限の（行動）目標を学生が主語で
行為動詞を使用して箇条書に記入す
る。）

S１．教育理念理解力・教
職展望力：　教育の理念
や制度、教職の意義を理
解し、広い視野から自
己の将来のあり方を展
望することができる。

S2．教育方法・技術力、指
導力：　幼児・児童・生徒の
心身の発達段階や教科の
特質、教育方法・技術の基
礎を理解修得し、発達段階
に応じた指導をすることがで
きる。

S３．生活指導力：　道徳・
特別活動・生徒指導に関す
る教育方法を修得し、幼児・
児童・生徒の生活全般に渡
る指導を行うことができる。

S４．教育実践力：　教育
現場における指導全般
を実践的に理解・体得
し、現場での適切な指
導を行うことができ
る。

１．企画能力：自己の
存在する状況におい
て、既得の資質に基づ
いて将来目標を設定
し、それを実現するた
めの行動企画を立案で
きる能力。

２．実行能力：自己の
ライフステージにおい
て、自ら設定した目標
達成のための行動企画
を遂行できる能力。

３．評価能力：自ら設
定した目標とそれに関
連する行動の成果につ
いて評価し、確認・改
善できる能力。

４．継続能力：上記の
企画・実行・評価サイ
クルを継続的に遂行で
きる能力。

学部共通科目

総合演習 人類に共通する課題や日本社会に関わる
課題について学ぶ。

１．人類や日本社会の課題を理解し、説明で
きる。　　２．上記の課題を分析・検討し、自分
の意見を持つことができる。
３．上記の課題についての自分の意見を相
手に応じて分かりやすい形で伝えることがで
きる。

 １．◎
 ２．◎

 ３．◎

教職概論 １．教職の意義や魅力、求められる資質、
能力などについて理解する。２．教職への
意欲、志向、使命感などを育む。

１．教職の意義や基礎知識について理解し、
説明できる。
２．教職への意欲や積極的な構えを持つこと
ができる。
３．教職に就くための４年間の学習計画を立
てることができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 １．△  １．△  １．△

教育原論 １．教育を成り立たせる原則
２．教育の理念・目標とそれを支える思想
の歴史的展開

１．教育の理念，目標，思想，歴史について
説明できる．
２．授業で取り上げた問題について自分の意
見を述べることができる．
３．教育について系統的に考えようとすること
ができる．

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育哲学 １．教育哲学の学問的性格
２．シュプランガーの生涯と教育哲
学
３．シュタイナーの教育哲学とシュ
タイナー学校の教育

１．教育哲学の学問的性格が理解でき
る
２．シュプランガーの生涯と教育哲学
が理解できる
３．シュタイナーの教育哲学とシュタ
イナー学校の教育の特色が理解できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育史 １．日本の教育の理念・思想の歴史
的展開
２．日本の教育の歴史的性格

１．日本の教育の理念・思想の歴史的展開に
ついて説明できる．
２．授業で取り上げた問題について自分の意
見を述べることができる．
３．日本の教育の歴史的性格について説明
することができる．

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

発達心理学 １．人間の発達の原理・要因につい
て理解を深める。
２．発達段階及びその発達課題につ
いて学習する。
３．学校・家庭・地域など身近な場
面での生涯発達として捉える。

１．自己の理解の上に立ち、発達心理
学的知識を確実に吸収する。
２．知識やデータを主体的に受け入
れ、自ら考え、判断できる。
３．日常生活に密接した興味・関心の
ある内容に意欲的に取り組む。
４．心理学的研究の方法や分析など基
本的な手法について理解できる。
５．心理学を科学として位置づけるこ
とができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎

教育心理学 １．学校における教育活動において
子どもをどのようにとらえるべきか
を概観する。
２．児童・生徒の発達と学習の原
理、個性の理解、さらに障害児童生
徒の心理、教育評価についてデータ
に基づいて説明する。
３．いろいろな指導法や心理療法に
ついて概説する。

１．子どもへの援助的な指導のあり方
について理解できる。
２．児童・生徒の発達と学習の原理、
個性の理解、さらに障害児童生徒の心
理、教育評価における理論について、
データに基づいた見方ができる。
３．いろいろな子どもに沿った指導法
や心理療法があることを理解できる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 １．○
 ３．○

教育社会学 　本講義では、準拠集団における子
どもの社会的発達（＝社会化）につ
いて理論的・実証的に理解するとと
もに、教育社会学的研究の基礎をつ
くる。

１．社会化概念について説明できる。
２．子どもの発達に対する準拠集団の実態・
課題について説明できる。
３．講義中で触れた領域について自分の意
見を論理的に展開できる。
４．現代社会における「子ども・教育」問題を
指摘できる。またその出現・解決のメカニズ
ムについて自分なりに解決しようとする意志
を示す。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎

教育制度 １．学校教育には様々な「制度」、
「仕組み」が存在している。それら
について、テキスト、ビデオ、配付
資料をベースに解説を加えていく。
２．基本的に講義形式の授業だが、
適宜意見を求めることがある。

１．学校教育を中心とする教育制度の
概要が理解できている。
２．教育制度の特徴や課題について自
ら具体例をあげながら論じることがで
きる。

 １．◎
 ２．◎

教育法規 １．教育法規を初めて学ぶ者を対象
に、現行教育法規の要点をできるだ
け分かりやすく解説する。

１．現行教育法規の要点が理解できて
いる。
２．主要な教育法規について、法規定
の文言、その意図するところを把握で
きている。

 １．◎
 ２．◎

社会教育  1. 生涯学習の観点から社会教育を
方向づけるとともに、社会教育の各
分野の基本的事項と課題について説
明する。

１．生涯学習のねらい、キー概念などの基本
的事項について理解できる。
２．社会教育の各分野の概要と課題につい
て理解できる。

 １．◎
 ２．◎

国際理解教育概説 １．国際理解および国際理解教育の
必要性、基本概念、範囲について理
解する。
２．各自の専門教科での国際理解教
育の取り入れ方や実践方法について
考える。
３．現在の日本の学校教育における
国際理解教育との関連性を政策面お
よび実践面から理解する。

１．国際理解および国際理解教育の必
要性や概念 と歴史的展開について理
解し、説明することができる。
２．国際理解教育の実践事例を自身の
専門性と関連付けて考察することがで
きる。
３．日本の学校教育と国際理解教育の
関連性を理解し、説明することができ
る。

 １．◎
 ２．○
 ３．◎

 ２．◎
 ３．○

教育方法学 １．授業の基本原則
２．主体的な学びの成立と指導
３．教育課程の編成

１．授業が持つ４つの基本的性格につ
いて理解し、説明できる。
２．児童・生徒の主体的な学びを呼び
起こす指導の諸技術について説明でき
る。
３．教育課程の編成原理と方法につい
て説明できる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育メディア論（教
育課程，情報機器
及び教材を含む。）

教授・学習過程（授業）において、「わか
る」、「楽しい」授業をめざしたさまざまな教
材教具としての教育メディアの意義や役
割、効果について学修する。さらにパソコ
ン、インターネットなどによる多様化した今
日の授業形態について考察し、教育メディ
アを効果的に活用した授業設計-実施-評
価について学修する。

1. メディアを利用した授業の特徴を理解でき
る
2. 論理的、批判的な思考力と判断力につい
て学び実践できる
3. メディアを利用した教材の開発ができる
4. 自発的、独創的に取り組む姿勢がもてる
5. メディアを利用したプレゼンテーション実践
を通して、その計画・実施・評価ができる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎

道徳教育 １．道徳の語源と意味
２．西欧の道徳観の変遷
３．道徳教育の目的・内容・方法

１．道徳の語源と意味について理解で
きる
２．西欧における道徳観の変遷につい
て、哲学的、歴史的な観点から理解で
きる。
３．道徳教育の目的・内容・方法につ
いて　理解できる。

 １．◎
 ２．◎

 ３．◎  ３．◎

特別活動 １．特別活動の目標と内容
２．学級指導の基本原則と方法
３．特別活動の指導計画

１．特別活動の目標と内容について理
解し、説明できる。
２．学級活動の指導原則とその方法に
ついて説明できる。
３．特別活動の指導計画作成の基本的
観点と構成要素について理解し、指導
できる。

 ２．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 ２．△
 ３．△

生徒指導概論 １．生徒指導の意義と目的
２．生徒指導の内容と方法
３．生徒指導計画

１．生徒指導の意義と目的について理
解し、説明できる。
２．生徒指導の内容と方法について理
解し、説明できる。
３．生徒指導計画の基本的観点と構成
要素について理解し、説明できる。

 ２．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

 ２．△
 ３．△

教育相談・進路指
導

１．生徒指導と教育相談の違いにつ
いて説明する
２．学校における不登校、いじめ、
非行などさまざまな問題に対する基
本的姿勢について解説する。
３．臨床心理学のさまざまな技法に
ついて解説する。

１．生徒指導と教育相談の違いについ
て理解する。
２．不登校、いじめ、非行などさまざ
まな問題の原因を理解し、それらに対
する基本的姿勢を身につける。
３．臨床心理学のさまざまな技法につ
いて基本的技法を理解する。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

事前・事後指導 １. 教育実習前と後に行う指導を通
して、高等学校での教育実習の目標の
達成をより確かなものとする
2. 教育実習に求められる必要不可
欠な基本的・基礎的事項を身につけ
る
3. 教育実習の意義・概要・指導方
法についての講義を行う
4. 教育実習で得られた経験から教
育実習における問題点の整理し、実
習前の教育観、授業観、子ども観と
の対比から教育や授業に対する課題
を認識する

1教育実習を行うにあたって必要な基本的事
項、教育実習にあたる心構えを身につけ、実
行できること
2. 授業記録を作成することができる
こと
3. 授業参観等を通して、教育観、学校観、
授業観、子ども観をまとめることができること
4. 授業参観等を通して、自分が行い
たい学習指導、生活指導・生徒指導を
説明できること
5. 教育実習で得られた経験から教育実習
における問題点を整理することができること
6. 教育実習を通して習得した内容を
まとめることができること
7. 実習前の教育観、授業観、子ども観との
対比から教育や授業に対する課題を認識す
ることができること
8. 教育実習を通して、学習指導、生
活指導・生徒指導の観点から自分の変
容について説明することができること

 ３．○
 ７．○

 ４．○
 ８．○

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎
 ７．◎
 ８．◎

小教職に関する科目（小）

教職に関する科目（小・中）

学校教育および社会のさまざまな分野において教育の素養をもって貢献できる人材の養成を目的
とする。

子どもを愛し教育および教職に対する責務を深く自覚することを基礎として、児童・生徒の生活指
導から教科指導に渡る幅広い能力を持った人材を養成する。

１．人間が「生きる」「生活する」ということの意義について認識する力を養う。
２．「障害」と「健常」の意義について説明できる力を養う。
３．人を、人と人との関係性の中で支え合う力を養う。

学校教育教員養成課程障害児教育コースのカリキュラム

学校教育教員養成課程のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝
ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

障害児教育コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重
要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

教育学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 学校教育教員養成課程の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 障害児教育コースの教育目的



教科教育法国語 小学校の国語科教科書における文学
教材の学習指導のあり方について考
究する。過去の優れた実践例や現在
の指導例を紹介しつつ、今日の文学
教育が当面する課題や問題点を検討
してゆく。

１．文学教育の変遷および今日的課題
について、概要を説明できる。
２．文学教育の問題点や今日的課題に
ついて、自分の考えをまとめることが
できる。
３．文学教育への関心を深め、実際の
学習指導の改善に意欲的に取り組むこ
とができる。
４．多角的な視点から問題点を捉え、
考察を加えることができる。
５．自分の見解を口頭や文章で適切に
表現できる。；

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．○
 ５．◎

教科教育法社会

１．小学校社会科の教材研究と教材
構成
２．小学校社会科の授業構成

１．地域調査や教材研究を通して、小
学校に対応した学習資料を作成でき
る。
２．一定の題材に関する小学校社会科
の学習を構想できる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法算数 １．小学校算数に関わる基本的な指導内
容について解説する。
２．小学校算数の指導方法に関して解説
する。

１．小学校算数に関わる基本的な指導内容
について理解する。
２．小学校算数の指導方法について基本的
な判断ができる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法理科 小学校理科に関わる科学的事象の中か
ら重要な教材を取り上げ、実験・観察を主
体とした授業を行う。

1.小学校理科教材に関する基礎的知識を理
解し、説明できる
2.小学校理科に関する実験・観察の技能を
修得し、結果について適切な分析や評価が
できる
3.自然事象を初め、身の回りの事象に広く興
味関心をもつ
4.理科に関する児童の興味・関心を高める教
授法を工夫できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．○
 ４．◎

 ４．◎

教科教育法生活 生活科の理念、目標、内容、方法に
ついて、わが国の学校教育の歴史と
今日的な諸問題とを関連させながら
講義する。なお、学校教育現場の教
師による講義も後半に含め、生活科
の授業計画や具体的指導のノウハウ
について学ぶ。

１．生活科の理念、目標、内容、方
法、課題について説明できる。
２．生活科の指導内容と関連させなが
ら、低学年児童の発達特性ついて説明
できる。
３．授業で取り上げた各領域について
自分の意見を論理的に述べることがで
きる。
４．生活科に対する関心を広げ、問題
意識を高めることができる。
５．日常生活の中で自然や社会と自分
とのかかわりについて主体的に考える
ことができる。
６．日常生活の中で生活科で身につけ
た技能を活用し、表現することができ
る。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎

教科教育法音楽 １．小学校の音楽科の実践に必要
な、音楽科の役割・音楽的発達・音
楽科の目標・評価などの知識や学習
理論について教授する。
２．実践に向けて、学習計画・学習
指導案について教授し、実際に教材
研究を行って学習指導案を作成し、
その模擬授業を通して授業研究を行
う。

１．小学校音楽科に関する知識や学習
理論を習得し、それらを音楽科の実践
研究に活用することができる。
２．学習指導案の作成・模擬授業の実
践を通して、小学校音楽科の内容・方
法について研究することができる。

 １．◎
 ２．◎

教科教育法図画工作本授業は性格上、以下の２側面を持つ。
（１）美術科教育学の基礎。就学全教育・
初等教育・中等教育を通しての普通教育
における美術教育の基礎的必須事項の
習得。「美術科教育学Ⅰ〜Ⅳ」の基礎。
（２）初等教育段階での美術教育の意義・
歴史・目的・内容・方法・対象・制度等の理
解。小学校免許取得のための教職専門科
目。

1.普通教育における美術教育の基礎的
必須事項即ち初等教育段階での美術教
育の意義・歴史・目的・内容・方法・
対象・制度等を理解する。

 １．○  １．◎

教科教育法体育 1.小学校における体育科の教育内
容・方法について学習する。
2.授業は体育領域（海野）と保健領
域（友定）に分け実施する。そのた
め２グループ編成で、６～７回で担
当を交代する。

１．小学校体育科の体育領域および保健領
域について、その教育目標、教科内容･教材
づくり、教育方法等に関する基礎的事項を理
解する。

 ◎

教科教育法家庭 １．小学校学習指導要領「家庭科」
の歴史的変遷について
２．現行小学校家庭科の目標、内
容・指導方法・評価について
３．家庭科の独自性について
４．授業設計の基本的観点について
５．指導案の作成

1.小学校学習指導要領の変遷を理解す
る。
2.家族や人と関わる意味やよさについ
て説明できる。
3.実習における安全、衛生を説明でき
る。
4.家庭科の教材と「よりよい家庭生
活」形成の関連について理解する
5．「よりよい家庭生活」形成に向け
て自らが実践しようとする。
6.小学校家庭科の基本的な事項につい
て理解する。
7.授業を組み立てる際の基本的な観点
について理解する。
8. 児童の生活実態をふまえ、児童が
興味・関心・意欲をもって取り組める
指導案を作成できる

 １．◎
 ２．○
 ３．○
 ４．◎
 ５．○
 ６．◎
 ７．◎
 ８．◎

教育実習（初等）I 幼稚園教諭免許･小学校教諭免許のため
の基本および応用実習

１．小学校･幼稚園における全般的な教育活
動を体得する。
２．児童に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育実習（初等）II 幼稚園教諭免許･小学校教諭免許のため
の基本または応用実習

１．小学校･幼稚園における全般的な教育活
動を体得する。
２．児童に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教職に関する科目（中）

教育実習（中） 中学校教諭免許･高等学校教諭免許のた
めの基本および応用実習

１．中学校･高等学校における全般的な教育
活動を体得する。
２．生徒に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

教育実習（高） 中学校教諭免許･高等学校教諭免許のた
めの基本または応用実習

１．中学校･高等学校における全般的な教育
活動を体得する。
２．生徒に対する理解を深める。
３．教育指導技術を修得する。

 １．○
 ２．○
 ３．◎

 １．○  １．◎
 ２．◎
 ３．◎

介護等体験実習 養護学校及び社会福祉関係の諸施設
において、合わせて７日間、介護等
の体験を行う。

個人の尊厳及び社会連帯の理念に関す
る認識を深め、教員としての資質を向
上させる。

 ○  ◎

国際理解教育論

１．国際理解教育とは何かを理解す
る。
２．国際理解教育の扱う分野につい
ての知識を広げる。
３．国際理解教育を学校教育で行う
際の計画をたてる。

１．国際理解教育の理念と歴史を理解
する。
２．地球的な課題について知識を深
め、理解する。
３．地球的な課題についての自分の意
見を持てる。
４．学校で実践する際にどのような内
容にすればよいかを考え、判断でき
る。
５．学んだことを自分の関心のある題
材に応用することができる。
６．複雑な国際問題を理解しようとす
る。                         ７．
批判的に考えることができる。
８．自分の意見を論理的に発表できる

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．○
 ５．○

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ５．◎
 ６．◎
 ７．◎

 １．○
 ２．◎
 ３．◎
 ４．◎
 ６．○
 ７．○

初等科国語 本授業では先ず、言語と人間の関係
及び国語学力の内実について、考案
し、次いで小学校国語科授業を構想
する基礎となる教材分析の視点ちお
方法について具体的な説明を試み
る。

１．言語の機能について説明できる。
２．小学校国語科の「内容」の得失に
ついて説明できる。
３．教材を多角的に検討し、指導すべ
き内容を的確に抽出できる。
４．言語の役割や働きに高い関心を持
つ。　　　     　　　　　　５．積極的
に教材開発分析に取り組むことが出来
る。
６．小学校国語科の「内容」について
問題意識を持って考えることができ
る。
７．考察した結果や問題点を文章で適
切に表現できる。
８．文学教材の授業改革はどうあるべ
きなのかについて理解する。
９．改革の視点を考えることができ
る。　　　　　　　１０．授業改革に
ついて関心を示すことができる。
１１．まじめに取り組むことができ
る。

 １．○
 ２．○
 ３．◎
 ４．○
 ５．◎
 ６．◎
 ７．○
 ８．◎
 ９．◎

 １０．◎

初等科社会 小学校社会科の題材として取り上げ
られている内容について、それぞれ
の専門的視座から問題構造の概要を
概説し、教材開発への方向性を示唆
する。

1. 小学校社会科の題材として取り上
げられている内容について、歴史学、
地理学、法律学、社会学、哲学倫理学
のそれぞれの立場から基礎的な理解を
深める。　　　　　　　　　　　2.
小学校社会科教材分析の視点と方法を
習得する。

 １．◎
 ２．◎

初等科数学 １．学校教育の範囲で扱えるさまざまな数
学的問題に自ら取り組む。
２．数学的見方・考え方，数学の面白さ，
数学の価値等について考察する．

１．学校教育で扱えるさまざまな数学
に理解を示すことができる。
２．数学的見方・考え方，数学の面白
さ，数学の価値等について具体的に指
摘することができる。

 １．◎
 ２．◎

初等科理科 １（前半）受講者全員に対して、理科教育
の歴史、教授方法、教材研究等につい
て、池田が講義する。
２（後半）小学校理科における学習内容お
よびその背景となる基礎を、物理化学分
野と、生物地学分野に分けて講義する。

1.小学校理科に関する教材を科学的に理解
する
2.自然事象に興味関心をもつ
3.小学校理科の教材研究ができる

 １．◎
 ２．○
 ３．◎

 3.○

初等科生活 １．小学校低学年の生活科授業を運
営して行く上で必要な栽培、飼育、
表現等の知識、技能の修得を目指
す。

１．生活科授業運営に必要な知識、技
能を獲得する。
２．体験型授業の基本を理解し、構想
できる。

 １．◎
 ２．◎

初等科音楽 小学校における音楽科の教育実践に
必要な音楽の専門的な知識や技術に
ついて指導する。

１.音楽に関する知識や理論が身についてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
意欲的に音楽活動に参加し、創造的に音楽
を表現することができる。
３.積極的に音楽的技能の習得に取り組み、
音楽表現に生かそうとすることができる。

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

小学校歌唱伴奏法 ピアノ演奏の基礎と、その発展した
形として、簡易伴奏法及び弾き歌い
を学習する。

１．平易なピアノ曲を、中断せずに最
後まで演奏することができる。
２．小学校の歌唱教材の弾き歌いがで
きる。

 １．◎
 ２．◎

初等科図画工作 小学校の図画工作科の授業をするう
えで必要な美術の基礎的技術、知識
を習得する。平面造形、立体造形、
鑑賞の３つの分野を学習する。

１．小学校の図画工作科における題材
を理解し、表現技術と理解のための知
識を習得する。
２．また、美的感覚を練磨する。

 １．◎
 ２．◎

初等科体育 1.　小学校体育における各種の運動
教材のうち、実技を通した学習とし
て体操・器械運動とタグフットボー
ルを学習する。              2.な
お、実技は２班に分かれ、体操・器
械運動とタグフットボールを途中交
替してそれぞれ７回ずつ行う。

1.体操・器械運動とタグフットボール
に関する知識およびルールの正確な理
解
2.講義に真摯に取り組む態度
3.体操・器械運動とタグフットボール
の実習および指導

 １．◎
 ３．◎

教科または教職に関する科目

教科に関する科目（小学校専門科目）



初等科家庭 小学校で、家庭科を指導するために
必要な基礎知識を学習する。食物・
被服・住居・家族の4領域について
学ぶ。

1.家庭科教育の各領域における基本的
な知識を獲得する
2.各領域の専門的事項を教育に活用す
ることについての判断ができる
3.専門的内容の理解に基づいて、家庭
科教育に対する関心と意欲を高める

 １．◎
 ２．◎
 ３．◎

国語学概論(音声
言語及び文章表現
を含む。）

1.国語学の基礎的な知識を理解す
る。　　　　　　　　　2.国語学の
方法論を修得する。

1.普段使用していることばに興味を持
つことができる。
2.国語学の基本的な項目を理解するこ
とができる。
3.国語学の方法論を応用・実践するこ
とができる。

国語史 日本語の歴史的変化について概説する 1日本語の歴史的変化について興味を持つ
ことができる
2日本語の歴史的変化について概観的に理
解できる
3得た知識を基に、実践・応用できる

国語学特講I １．音声学の基本的な知識を理解する。
２．音声学の方法論を修得する。

１．普段使用していることばの音声に興味を
持つ。
２．音声学の基本的な項目を理解することが
できる。
３．音声学の方法論を応用・実践することが
できる。

国語学特講II 日本語の歴史的変化にかかわる特定の
テーマを取り上げて掘り下げていく

1日本語の歴史的変化について興味を持つ
ことができる
2日本語の歴史的変化に関わる特定のテー
マについて、深く理解できる
3得た知識を基に、実践・応用できる

国語学演習I １．現代語文法の基本的な知識を理解す
る。２．現代語文法の方法論を修得する。

１．現代語の文法現象に興味を持つことがで
きる。
２．現代語文法論の基本的な項目を理解す
ることができる。
３．現代語文法の方法論を応用・実践するこ
とができる。

国語学演習II 過去の日本語を記録した資料を読みなが
ら、過去の日本語のあり方、あるいは、そ
れと比べた場合の現代の日本語のあり方
について考えていく

1歴史的観点から、日本語について考えてい
くことに興味を持つことができる
2資料に基づいて、歴史的観点から日本語に
ついて自ら考えることができる

国文学基礎講読 １小説分析のための基本的概念と方法を
提示
２小説を、内容、素材、形式の相互関連に
おいて分析し把握する
３小説分析の結果を文章に表現する

１文学研究に興味を持つことができる
２文学研究の基本的課題を理解することが
できる３文学研究の基本的課題を自分の問
題として考えることができる

国文学概論(国文
学史を含む。）

１．古事記という書物の意味を理解させ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．
古代文学の様相を理解させる。

１．古事記について興味を持つことが出来
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．神話
の解釈を理解することが出来る。
３．古事記への解釈を応用・実践することが
出来る。

国文学講読I １．万葉歌への理解と解釈。
２．万葉史を様相を理解させる。

１．万葉集について興味を持つことが出来
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．万葉
集の歌の解釈を理解することが出来る。
３．万葉集の歌への解釈を応用・実践するこ
とが出来る。

国文学講読II 『去来抄』を通して、古典文学の鑑賞の仕
方及び古典文学研究の技法の基礎を学
ぶ。

 １・古典文学に興味・関心をもち、適切に理
解することができる。
２・古典文学研究の基礎的技法を身につけ
る。

国文学講読III １小説分析のための基本的概念と方法を
提示
２小説を、内容、素材、形式の相互関連に
おいて分析し把握する
３小説分析の結果を文章に表現し発表す
る

１小説分析に興味を持つことができる
２小説分析の方法を理解することができる
３小説分析を自分の読みに基づいて行うこと
ができる

国文学演習I １．古文を理解させる。
２．枕草子の文学的な意味を理解させる。

１．枕草子について興味を持つことが出来
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．枕草
子を理解することが出来る。
３．枕草子の文章への解釈を応用・実践する
ことが出来る。

国文学演習II 『おくのほそ道』を通して、古典文学の鑑
賞の仕方及び古典文学研究の技法の基
礎を学ぶ。

１・古典文学に興味・関心をもち、適切に理解
することができる。
２・古典文学研究の基礎的技法を身につけ
る。

国文学演習III １小説分析のための基本的概念と方法を
提示２小説を、分析し、その結果を文章表
現する３各自の読みを発表、討議すること
で自己の読みを相対化する

１小説分析に興味を持つことができる
２小説分析の方法を理解することができる
３小説分析を自分の読みに基づいて行うこと
ができる

国文学演習IV １．古文を理解させる。
２．対象とする古典文学作品の文学的な
意味を理解させる。

１．対象とする古典文学作品について興味を
持つことが出来る。
２．対象とする古典文学作品を理解すること
が出来る。
３．対象とする古典文学作品の解釈を応用・
実践することが出来る。

国文学特講 １．狂言を理解させる。
２．狂言の文学史的な意義を理解させる。

１．狂言について興味を持つことが出来る。
２．狂言を理解することが出来る。
３．狂言の解釈を応用・実践することが出来
る。

国語実習 課題に即して実地調査を計画し実施す
る。

１・課題に基づき実地調査を実施する事がで
きる。
２・調査結果を活用することができる。

漢文学講読 主に中国漢文の、基本的な読解方法と基
礎的な知識を、焦点を絞って、習得させ
る。

１漢文について興味をもつことができる。
２漢文の内容を理解することができる。
３漢文読解により得た知識を応用できる。

漢文学概論 中国古代の思想をテーマを絞って概説す
る。

１中国古代思想に興味をもつことができる。
２中国古代思想を理解することができる。
３中国古代思想を学ぶことで得たことを、現
実の場で活用できる。

漢文学演習 中国古典資料を選読する。特に、資料調
査力のレベルアップを図る。

１中国古典資料に興味をもつことができる。
２中国古典資料を理解できる。
３中国古典の調査・読解して得たことを、現
実の場に活用できる。

書道I １．毛筆による書写を実践する。 １．書道について興味を持つことが出来る。
２．毛筆による書写を理解することが出来る。
３．毛筆による書写を応用・実践することが出
来る。

書道II １．楷書を実践する。 １．楷書について興味を持つことが出来る。
２．毛筆による書写、特に楷書について理解
することが出来る。
３．毛筆による書写、特に楷書について応
用・実践することが出来る。

書道III １．行書を実践する。 １．行書について興味を持つことが出来る。
２．毛筆による書写、特に行書について理解
することが出来る。
３．毛筆による書写、特に行書について応
用・実践することが出来る。

書道IV １．仮名書きを実践する。 １．細筆による仮名書きについて興味を持つ
ことが出来る。
２．毛筆による書写、特に仮名書きについて
理解することが出来る。
３．毛筆による書写、特に仮名書きについて
応用・実践することが出来る。

日本史I 1.日本史の通史的把握。
２．歴史学の実証方法。

１．日本史の展開を通史的に把握する。
２．歴史像形成の根拠を資料に即して理解す
る。

日本史II 　１．地域社会の歴史的展開
２．地域史研究のための資料

１．山大周辺地域の歴史的展開を理解する。
２．地域社会に残された歴史資料を把握す
る。

日本史演習 1.地域社会の歴史的形成
２．歴史資料の読解

１．地域社会の構成を歴史的に理解する
２．地域に残された歴史資料の分析手法を
学ぶ

社会科特別研究ＡI 全教員が担当するゼミ形式の授業で、社
会科教育における各分野の専門的な内容
のうち、とくに地理・歴史分野について検
討する。

１．文献選択の方法や講読の仕方を理解で
きる。
２．社会の諸問題を考察する際の視角を吟
味できる。
３．地理・歴史分野の諸問題に関心をもつ。
４．積極的に討議に参加できる。
５．レポートを作成し、発表することができる。

外国史I キリスト教の浸透を経験したヨーロッパ社
会とそうでない日本社会に、人間関係の
あり方のレベルでどのような差異が形成さ
れてきたのか、それが現在の我々の考え
方・行動をどう特徴づけているのかを歴史
学的に考察する。

１．講義内容のおおよそを再現することがで
きる。
２．講義内容に関し、自分なりに論評すること
ができる。
３．史料の読解、仮説の構築、概念の吟味等
に意欲的に取り組むことができる。

外国史II １．ナチスの台頭要因および支配体制の
特徴を分析し、それを通して自由主義・民
主主義を支える根底を再確認する。
２．その上で、ファシズムをどう教えるか、
３．社会科教員の役割は何かについて検
討する。

１．ナチスの思想・運動・体制の特質につい
て説明できる。
２．「民主主義」「自由」「共同体」「公正」など
の諸概念を解説できる。
３．上述の諸概念を中学生にもわかる内容・
言葉に解きほぐすことができる。
４．ファシズム教材の意義を指摘し、そこから
社会科教員の役割について、自ら考えること
ができる。

外国史演習 諸文献の講読・批評、諸テーマに関する
意見交換を通して、歴史教育という営みの
意味やあり様を考察する。

１．諸文献の内容を理解できる
２．諸文献の内容を批評することができる
３．諸課題について自らの見解を積極的に述
べ、また討議することができる

社会科特講Ａ 社会科教育における各分野の専門的な内
容について知識を深めると同時に、幅広
い思考を養う。

1.社会科教育における各分野の専門的な内
容について知識を深める。
2.社会科教育に関連する各専門分野の枠組
みにしたがって社会に見られる諸問題につい
て検討し、幅広い思考を養う。

自然地理学 1.日本列島の自然環境を地形学的な立場
から、地球的な視野の中で考える。
2.人間の生活の舞台としての自然環境の
意義を考える。
3.小学校、中学校の社会科の学習にどの
ように応用できるかを考える。

１．第四紀、とくに後半期の日本列島の地形
的な発達を系統的に理解する。
２．自分の身の回りの自然景観を、日本列島
や地球的な規模のダイナミズムと関係づけて
説明できる。
３．地図を作業し、また画像データを加工し
て、自分が説明したい内容を表現し、文章に
することができる。
４．小学校、中学校の社会科の具体的学習
内容に即して、自然環境を取り扱うことがで
きる。

人文地理学 実際の地理教材を題材にして，地理学的
な思考法について講義する。

１．教科書を含めた地理教材に関する問題
点の認識を持つ。
２．地理教材に対して客観的な評価を下す能
力を養う。
３．実際に地理学の題材を取り上げ，その処
理能力を身につける。

地理学演習
1.関心のある分野についての文献的な調
査方法を習得する。
2.関心のある専門分野の論文を読みこな
す能力を養う。
3.専門分野の論文を紹介し、意見交換を
行って理解を深める。
4.学校教育への応用の可能性を探る。

1.関心分野の専門基本図書、専門雑誌をイ
ンターネット活用も含め、合理的に収集する
技術的な能力を獲得する。
2.適切な専門基本図書、専門雑誌をできるだ
け多く読み、関心分野の研究動向、問題点を
自ら指摘できるようにする。
3.他の学生、教員に向けて、関心分野の論文
内容を書面にして的確に紹介し、質疑の中
で、専門分野の理解を深めることができるよ
うにする。
4.小学校、中学校の社会科学習内容のどこ
に、どのように関心分野の学習成果を応用で
きるかを紹介し、他者の意見を受けて改善で
きるようにする。

教科に関する科目（中学校専門科目）



地理学実習 1.関心のある分野の具体的な調査手法を
修得する。
2.調査結果を的確に、分かりやすくまとめ
るプレゼンテーションの方法を修得する。
3.調査結果を紹介し、意見交換を行って、
理解を深める。
4.学校教育への応用の可能性を探る。

1.関心のある分野の調査手法を専門図書、
関係論文を通して学び取り、それらに基づ
き、「地理学巡検」とも連動させて自ら調査を
実施する。
2.自ら実施した調査の結果を図表等に表現し
て、報告書を作成する。
3他者へ調査結果の報告し、.質疑の中で理
解を深めることができるようにする。
3.小学校、中学校の社会科学習内容のどこ
に、どのように関心分野の学習成果を応用で
きるかを紹介し、他者の意見を受けて改善で
きるようにする。

地理学巡検 1.フィールドにおける地理学の調査手法が
どのようなものであるかを知る。
2.実際に調査地域を設定し、調査活動を
展開して、現地調査の方法を体得する。
3.調査結果を図表を交えた報告書にまと
める能力を養う。
4.学校教育への応用の可能性を探る。

1.地理学で広く、基本的に行われている野外
調査の方法がどのようなものであるかを文
献、論文等を通して知る。
2.調査地域を自らの関心に基づいて設定し、
事前の準備をした上で訪れ、関係の人々、関
係機関、諸計測、聞き取りなどを行う。
3.自ら実施した現地調査の結果を、「地理学
実習」の学習成果をも活かして図表に表現
し、他者に分かりやすく紹介する。さらにその
質疑の中で理解を深めることができるように
する。
4.小学校、中学校の社会科学習内容のどこ
に、どのように本授業の学習成果を応用でき
るかを紹介し、他者の意見を受けて改善でき
るようにする。

社会科基礎演習Ａ 山口大学周辺地域や山口市を対象としな
がら、フィールドワークに基づく地域学習
の基本的方法を学ぶ。地理学・歴史学・社
会学・教育学などを主たる方法とするグ
ループに分かれ、グループ単位で地域調
査を進めてゆく。

1．フィールドワークに対する実践的能力の体
得　　　　　　　　　　　2．身近な地域社会にお
ける諸事象について関心を持つ。
3．課題に対して適切な分析手法を選択し、
研究を行なうことができる。
4．課題研究の成果をまとめ、発表することが
できる。

地域人文地理学 地誌学及び地理学（主として人文地理学）
を概説する。その際，特になぜ学校で地
理学が教えられているのか，また，将来諸
君が地理の授業を通して子供達に何を伝
えたいのかを考えてもらいたい。

１．人文地理学及び地誌に関する一般的知
識と，それらの地理学史を背景とした理解を
身につけること。
２．授業時間後半の質疑討論を通じて，地理
を学校で教える際の問題点についての考察
を深める。
３．地理教育に対する一般的関心を高める。

地域自然地理学 1.日本列島の自然環境が、いかに人間の
営みと密接に結びついて作られてきたか
を理解することを目指す。すなわち、日本
人が縄文、弥生期以来、古代、中世など
の歴史時代を経て今日に至るまで、自然
の諸条件をどのように利用して、今日見る
ような日本的土地景観が作り上げられて
きたかを学ぶ。
２．小学校、中学校社会科の地域学習に
おいて、どのように自然環境を取り扱うべ
きかを学ぶ。

１．人間の歴史的な自然への働きかけを、そ
の時代の技術や制度の仕組みとともに整理
して理解できる。
２．大縮尺地図に描出されている歴史的な人
間活動の証拠を見出し、その意味を類推し、
応用できる。
３．「自然景観」に潜む歴史的な人間の営み
に地図等を用いてアプローチすることに知的
な関心を示すことができる。
４．授業の中での地図作業等により、説明し
ようとする事柄を他の人に説得的に表現でき
るか。

社会科特別研究Ａ
II

卒業論文作成に直接つながる指導を演習
形式で行う。とくに地理・歴史分野につい
て検討する。

1．課題の内容に対する歴史的な背景や周
囲の状況が把握できており、課題の目的が
明確に説明できる。
2．調査、研究方法、考察結果をその道筋に
沿って説明できる。
3．結果を課題と関連付けて説明し、結果の
持つ意味合いを理解している。
4．課題解決方法の特徴、オリジナリティを示
し、今後の展望について述べることができ
る。

日本国憲法 1. 日本国憲法の意義と基本構造について
の理解力を養う。

1. 多角的視野に基づき、憲法問題を論理的
に考察することができる。
2. 自己の問題関心に基づき、自力で学習を
発展させることができる。
3. 論点を整理し、的確に文章で表現すること
ができる。

現代法(国際法を含
む。）

1. 現代における法的諸問題についての基
本的理解力を養う。

1. 多角的視野に基づき、法的諸問題を論理
的に考察することができる。
2. 自己の問題関心に基づき、自力で学習を
発展させることができる。
3. 論点を整理し、的確に文章で表現すること
ができる。

法律学演習 1. 法律学に関わる基本的知識を習得し、
法的思考力を養う。

1. 法的問題を論理的に整理し、その内容を
的確に文章化することができる。
2. グループ討議を通じて問題点を見出し、自
己の見解を口頭で的確に表現することがで
きる。
3. 自己の問題関心に基づき、自力で学習を
発展させることができる。

社会科特別研究Ｂ
II

卒業論文作成に直接つながる指導を個別
に行う。とくに公民分野について検討す
る。

1．課題の内容に対する歴史的な背景や周
囲の状況が把握できており、課題の目的が
明確に説明できる。
2．調査、研究方法、考察結果をその道筋に
沿って説明できる。
3．結果を課題と関連付けて説明し、結果の
持つ意味合いを理解している。
4．課題解決方法の特徴、オリジナリティを示
し、今後の展望について述べることができ
る。

社会学 社会学の代表的な理論の基礎を学ぶとと
もに、受講者にとって身近なテーマを事例
として取り上げ、現代社会が直面している
さまざまな問題について理解を深める。

１．社会学の基礎的な概念について理解を
深める。
２．現代社会が直面しているさまざまな社会
現象、社会問題を取り上げ、それらの背景、
要因について考察する。
３．自身の日常を取り巻く社会を含め現代日
本社会、および国際社会においてどのような
問題が起きているのか、なぜそのような問題
が起きるのか、自ら探究心を持って考察・分
析する意欲を養う。
４．社会学の概念を用いて、現代社会のさま
ざまな事象、社会問題について読み解く能力
を修得する。

社会調査論 社会調査の基本的な考え方、技法を学
ぶ。講義の前半（第2～6回）は標本（量
的）調査について、後半（第8～11回）は事
例（質的）調査についてそれぞれの調査
法の長所・短所を理解しながら学ぶ。レ
ポート課題では自分が実際に社会調査を
実施すると仮定して調査計画、調査票を
作成する。そのうえで、望ましい社会調査
のありかたについて検討を行なう。

１．社会調査の基本的な考え方、手法につい
て理解を深める。また、標本調査、事例調査
それぞれについて基礎的な知識・技法を習
得する。
２．社会調査の持つ意義を理解し、現代社会
を分析する手段としての社会調査に関心を
持つ。
３．標本調査の企画からサンプリング、実施、
分析にいたるまでの基礎的な技法を習得す
る。

社会学演習 社会学の主要な概念、議論などについて
文献の講読を通じて学ぶ。指定した文献
について分担者はレジュメを用意し、ゼミ
内での発表を行なう。

１．課題文献・資料を読解し、適切な理解を
することができる。
２．課題文献・資料の内容を社会学の理論、
分析枠組みに従って批評することができる。
３．課題文献・資料について自らの見解を積
極的に述べ、また討議することができる。
４．課題文献・資料を適切に理解したうえで、
内容を完結にまとめ、発表することができる。

経済概論 一国の経済（GDP）は企業部門、政府部
門、輸出部門と家計部門の4部門から成り
立っているが、通常問題にされるのは、政
府部門、企業部門と輸出部門で、家計部
門はあまり問題にされていない。しかし
GDPの３分の2は家計部門が占めている
ので、これを抜きにしては経済は語れな
い。したがって今年度は一国の経済、特に
日本経済を家計視点より勉強していくこと
にする。

１．家計視点より一国の経済の仕組みとそれ
にかかわる経済理論を説明できる。
２．家計と一国経済の相互関係たその解決
策について自分の意見を述べることができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．
日常生活の中で経済に関わる問題に関心を
持つ。

経済政策(国際経
済を含む。）

言い古された言葉ですが、国際経済への
興味が「国際人」への第一歩です。そこで
国際人への第一歩を踏み出すことが出来
るように、国際経済の基礎理論・知識を学
ぶことにします。

１．さまざまな国際経済問題の状況・背景に
ついて、欧州連合の視点より説明できる。
２．国際経済問題の相互関係やその解決策
について自分の意見を述べることができる。
３．日常生活の中で国際経済に関わる問題
に関心を持つ。

社会科基礎演習Ｂ 現代社会の諸問題を多角的に検討する。
自らテーマを選び、文献等を読み、発表・
討議する。

１．文献選択の方法や講読の仕方を理解で
きる。
２．社会の諸問題を考察する際の視角を吟
味できる。
３．現代社会の諸問題に関心をもつ。
４．積極的に討議に参加できる。
５．レポートを作成し、発表することができる。

哲学倫理学I プラトンの『国家』を教育論として読解す
る。

1．魂の三分説と国家の三階級説を理解す
る。
2．初等教育と前期および後期高等教育の関
係を理解する。

哲学倫理学II カントの弁証法とヘーゲルの弁証法との
異同を理解する。

1．近代における弁証法の成立を理解する。
2．カントの弁証法に対するヘーゲルの批判
点を理解する。

哲学倫理学演習 B.リーブルックスの『認識と弁証法』のなか
の「言葉と意識」を理解する。

1．ことばと意識の関係を理解する。
2．ヘルダー、フンボルト、カント、ヘーゲルの
言語論の特徴を理解する。

東洋思想研究 イスラーム教とその文化、経済、社会、
法、政治的仕組み、イスラーム建築、美
術、音楽の全般的な紹介をします。世界
中の様々なイスラーム国家のいくつかを
例に取り上げてこれらを例証します。

1. モスレム(イスラーム教徒)の信条、イス
ラーム教の歴史、そのインパクト、イスラーム
社会の社会・経済・政治の仕組み、　モスレ
ムの国々で開花したイスラーム文明、文学、
建築、音楽等について深く理解することがで
きます。
2. 真のイスラーム教とメディアで取り上げら
れ、いくつかのモスレム国で実践されている
イスラームとの違いを区別することができま
す。

宗教学概論 東西の宗教（主に仏教とイスラーム）を比
較することによって、「宗教とは何か」とい
うことを明らかにする。

１．仏教とイスラームの教えについての基礎
的知識を得ること。
２．宗教に対する正しい思考・判断力を得る
こと。
３．宗教に対する関心を深めること。
４．人生に対する真摯な態度を得ること。

社会科特別研究ＢI 全教員が担当するゼミ形式の授業で、社
会科教育における各分野の専門的な内容
のうち、とくに公民分野について検討す
る。

１．文献選択の方法や講読の仕方を理解で
きる。
２．社会の諸問題を考察する際の視角を吟
味できる。
３．現代社会の諸問題に関心をもつ。
４．積極的に討議に参加できる。
５．レポートを作成し、発表することができる。

社会科特講Ｂ 社会科教育における各分野の専門的な内
容について知識を深めると同時に、幅広
い思考を養う。

1.社会科教育における各分野の専門的な内
容について知識を深める。
2.社会科教育に関連する各専門分野の枠組
みにしたがって社会に見られる諸問題につい
て検討し、幅広い思考を養う。

代数学I １．数学における基礎的分野である線代
数学を解説し、行列、ベクトルの演算の計
算能力を養う。
２．掃き出し法を身に付けさせ、連立方程
式や行列式などの計算能力を養う。

１．行列やベクトルの演算の計算が遂行でき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．連立
方程式を解くことができる。
３．行列式を計算することができる。

代数学II １．代数学Iを取得していることを前提にし
て、代数学Iに引き続き線形空間の基礎理
論を解説する。
２．線形写像の概念を理解させる。

１．数ベクトル空間・線形空間の基底や次元
を計算することができる。
２．線形写像の表現行列を求めることがで
き、その核や像などの線形空間を計算するこ
とができる。
３．線形代数の基礎理論を応用することがで
きる。

代数学III １．代数学の基本理論である初等整数論
の入門を解説する。

１．互除法の計算ができる。
２．合同式の計算ができる。
３．初等整数論の基礎理論を応用することが
できる。



代数学IV １．代数学の基本理論から話題を選び、そ
の入門を解説する。

１．代数学の基本的な計算ができる。
２．代数学の基本的な事柄を論じることがで
きる。

計算機数学II １．代数学Iの内容を理解していることを前
提に、情報理論に必要な代数学の基礎に
ついて講義を行う。

１．情報数学に現れる基本的な数学を理解で
きる。

数学講究I １．集合論Ⅰの履修を前提に、代数学に
関連するテキストの中から適切なテーマを
選び、セミナー形式で授業を行う。
２．受講生にテキストの内容を発表させ、
これにより、数学の教員としての表現力と
指導法を身に付けさせる。

１．代数的な見方・考え方を理解し、論理的
に説明することができる。
２．代数学的内容を論理的に表現することが
でき、効果的に発表することができる。

幾何学I １．幾何学体系の原点から、現代数学の
根本的原理である、公理的論証を学習す
る。これにより、論証能力を養う。
２．初等・中等教育では学習しない幾何学
があることを認識させる。

１．幾何学的命題を公理系を用いて論理的
に論証することができる。
２．平行線の公理の重要性を認識することが
できる。
３．幾何学の問題を解析学や代数学を応用
して解くことができる。
４．日常生活の中に見られる幾何学的現象を
説明することができる。

幾何学II １．距離空間の基礎的概念を理解させる。
２．位相空間における基礎的概念を理解
させる。

１．距離関数を用いて、開集合や閉集合など
の基礎的な事柄を論じることができる。
２．具体的な空間から抽象的な空間への抽
象化を理解することができる。
３．日常生活の中にある幾何学的現象を位
相幾何的立場から説明することができる。

幾何学III １．微分幾何学的な考え方で、図形の性
質を理解させる。
２．位相幾何学的な考え方で、図形の性
質を理解させる。
３．これらを応用した幾何学的現象の考察
能力を養う。

１．図形の微分幾何学的な量や位相幾何学
的な量を計算することができる。
２．これらを用いて、「形」に対する微分幾何
学的、位相幾何学的考え方を総合的に論じ
ることができる。
３．日常生活の中にある幾何学的現象を微
分幾何学的、位相幾何的立場から説明する
ことができる。

幾何学IV １．非ユークリッド幾何や位相幾何学、多
様体論などの幾何学の話題からテーマを
選び、その基礎理論を理解させる。
２．代数学や解析学などの他の分野との
関連について理解させる。

１．講義で解説した幾何学の内容を理解し、
基本的概念や事項を正しく使うことができる。
２．代数学や解析学などの他の分野との関
連について理解し、それを説明することがで
きる。
３．日常生活の中にある幾何学的現象を説
明することができる。

集合論I １現代の数学の基本概念である集合論・
離散数学について講義し、これにより、論
理的思考、抽象化する能力を修得させ
る。

１．論理を正しく理解し、正しい論述をするこ
とができる。
２．集合についての基本的事項・概念を理解
している。
３．写像についての基本的事項・概念を理解
している。
４．日常生活の中の身近なものを通じて、集
合や写像の概念を説明することができる。

集合論II １．集合論Iの履修を前提に、集合論・離散
数学の中から話題を選び解説する。

１．離散数学的思考をすることができる。
２．集合論的思考をすることができる。

数学講究II １．幾何学の講義として、幾何学に関連す
るテキストの中から適切なテーマを選び、
幾何学の内容と考え方を理解させる。
２．受講生各自にテーマを与え、その内容
を発表させ、これにより、数学の教員とし
ての表現力と指導法を身に付けさせる。

１．教科書に書いてある内容を理解し、論理
的に説明することができる。
２．幾何学的内容を論理的に表現することが
でき、効果的に発表することができる。

解析学I １．一変数関数の微分積分の理論を理解
し、応用する能力を養う。

１．簡単なイプシロン・デルタ論法をすること
ができる。
２．基本的性質に基づいた数列の極限の計
算ができる。
３．連続性や微分可能性を説明することがで
きる。
４．微分・積分法の基本的性質に基づいた微
分・積分の計算ができる。
５．微分積分に関する基本的な定理を理解し
正しく使うことができる。

解析学II １．解析学Ⅰを前提とし、解析学の理論を
理解し、応用する能力を養う。

１．微分・積分などの解析学の計算が正しく
できる。
２．基本的な定理を正しく説明することがで
き、応用することができる。

解析学III １．解析学の基本理論から話題を選び、そ
の入門的内容について解説する。

１．解析学の基本的な計算が正しくできる。
２．解析学の基本的な事柄を論じることがで
きる。

解析学IV １．解析学の基本理論から話題を選び、そ
の入門的内容と応用について解説する。

１．解析学の基本的な計算が正しくできて、そ
れを応用することができる。
２．解析学の基本的な事柄を論じることがで
きて、それを応用することができる。

計算機数学I １．数式処理システムの基礎理論を解説
する。

１．数式処理システムを実際に用いながら、
数学の問題を解く．

数学講究III １．解析学に関連するテキストの中から適
切なテーマを選び、セミナー形式で授業を
行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．
受講生にテキストの内容を発表させ、これ
により、数学の教員としての表現力と指導
法を身に付けさせる。

１．解析的な見方・考え方を理解し、論理的
に説明することができる。
２．解析学的内容を論理的に表現することが
でき、効果的に発表することができる。

確率・統計学 １．身の回りに起きる現象を数学的に捉
え、分析する能力を養う。

１．確率の概念。基本的理論について理解
し、それを応用することができる。
２．統計学の基本理論を理解し、身の回りの
出来事に応用することができる。

計算機数学III １．計算機の基礎学問である論理学が、
現代数学ではどの様に構成されているの
かを解説し、その応用例として、計算機が
あることを理解させる。
２．幾何学と計算機との関連について、身
近な図形の数理性を学習する。

１．身近な図形の数理性について理解するこ
とができる。
２．身近な図形の数理的特長を説明すること
ができる。

計算機概論I １．計算機の基本的な使い方を学ぶ。 １．ノートパソコンの基本的な使い方をするこ
とができる。

計算機概論II １．計算機を利用するための基本ソフトで
あるUNIXの基礎的な利用法を習得する。
２．数式を含んだ文書を容易に作成するこ
とを可能にする文書整形システム
LaTeX2εの利用法を習得する。

１．UNIXの利用法を理解することができる。
２．LaTeX2εを用いて文書を作成することが
できる。
３．C Shellプログラミングにおいて、プログラミ
ングの基本的な思考力を身に付けることがで
きる。
４．UNIXやTeXについて興味を持つことこと
ができる。

計算機概論III １．計算機概論Ⅲに続いて、計算機を利
用するための基本ソフトであるUNIXの基
礎的な利用法を習得する。
２．計算機概論Ⅲに続いて、数式を含んだ
文書を容易に作成することを可能にする
文書整形システムLaTeX2εの利用法を
習得する。

１．UNIXの利用法を理解することができる。
２．LaTeX2εを用いて文書を作成することが
できる。
３．C Shellプログラミングにおいて、プログラミ
ングの基本的な思考力を身に付けることがで
きる。
４．UNIXやTeXについて興味を持つことこと
ができる。

グラフ・ネットワーク
理論

１．グラフの基本定義、性質から、通信
ネットワークにおける経路決定問題とその
アルゴリズムまで講義する。

１．グラフ・ネットワークの理論、またそれに基
づいたネットワーク問題のモデル化とその解
決のためのアルゴリズムの設計についての
基礎的知識を習得することを目標とする。

物理学概論I 物理学の力学分野を学ぶ。簡単な力学現
象（放物運動、円運動、振り子、単振動な
ど）が運動方程式で取り扱えるようにす
る。

１．速度、力、エネルギーなど日常的に使わ
れている言葉を物理学ではどのように定義す
るか学ぶ。運動方程式を理解する。
２．数式を使って自然を記述する方法がある
ことを理解する。

物理学概論II 1.　電磁気学の基本的な概念の理解
2.　物理的な思考方法の修得

1.　電場と磁場の概念を説明できる。
2.　電磁気の基本法則を説明できる。
3.　身近な現象を，物理的に思考できる。

物理学概論III 物理学の熱・統計物理分野を学ぶ。 １．熱（量）や温度の概念やそれらに関する
物理法則の理解。
２．熱現象と分子・原子の集団運動の関係。
３．分子・原子の集団運動における統計法
則。

現代物理学 相対論と量子論の初歩を学ぶ。 １．相対論。
２．量子論。
３．超高エネルギーや超低エネルギーの自
然現象には直感的に受け入れがたいものが
あるが、それらがいかに正しいか理解する。

物理学演習 物理学の全分野の演習問題を解く。 １．物理的な思考方法とスキルを身につけ
る。

物理学実験（コン
ピュータ活用を含
む）

物理学における基礎的な分野から物性、
光、音、電磁気に関する11テーマの実験
を行い、実験結果を解析しレポートで報告
する。また、コンピュータを活用し物理学
の原理を理解する。

1．実験の目的・原理を理解し、実験指針に
基づき仮説をたて、実証することができる。原
理と実験結果とを関連づけて、実験の妥当
性を考察することができる。
２．本授業で行った内容と、小・中学校で扱わ
れている項目・実験を比較検討し、小・中学
校で行える実験を組み立てることができる。
３．実験書だけでなく、既習事項や参考書に
より、実験をより理解し、同テーマに取り組ん
でいる者と相互に教示し、協力することがで
きる。

化学概論 無機化学、有機化学、物理化学など、化
学領域全般に渡る基礎を、教職現場での
理科指導とも関連させながら、広く学ぶ。

１．無機化学・有機化学・物理化学の基礎的
知識を理解し、説明できる。
２．物質の構造やその変化について、化学的
な見方ができる。
３．化学的諸事象に関心を持つとともに、理
科教育の観点からも関心をもつ。

無機化学 溶液の構造を理解し、酸塩基平衡、沈殿
平衡、酸化還元平衡、錯イオン平衡を学
習する。

１．溶液構造を理解し、説明できる。溶液内イ
オン平衡の理論を理解し、適切な定量的取
扱いができる。
２．実験条件と理論のおよぶ範囲とを適切に
判断できる。
３．溶液内の諸現象に関し、原子・分子レベ
ルでの関心を持つ。

物理化学 熱力学の法則をはじめとした化学熱力学
の基本緒概念とその化学における応用に
ついて学ぶ。

１．化学熱力学の諸概念をに付いての基礎
的知識を理解し、説明できる。
２．化学熱力学の諸概念を問題に応用するこ
とができる。
３．化学熱力学の法則等が日常の生活に密
接に関わっていることに、関心をもつ。

有機化学 有機化学の基礎となる分子の性質や化学
反応性について説明する。また日常の身
近な事象を題材に、生活環境と科学の原
理や概念との関連づけができるように解
説する。

１．基礎的な有機分子の命名法及びその構
造や反応性を理解し説明できる。
２．身の回りの物質や日常生活の諸現象を
化合物の物性と関連づけて理解できる。
３．日常生活における現象や物質について科
学的な見方ができるようになることで、理科
教育における児童・生徒の生活経験に即した
物質観の育成に寄与できる。

化学演習 化学およびその関連分野を対象として、
学生自身で興味ある課題を設定し（比較
的短期間で出解決可能なものを設定）、
文献調査、企画、準備、実験・調査、報告
書の作成および発表の仕方を学ぶ。

１．設定課題に関する基礎的知識を理解し説
明できる、とともに、関連する事象に関心を持
つ。
２．設定課題に関する実験・調査結果につい
て、適切な分析や評価ができる。
３．積極的に課題に取り組むことができる。
４．設定課題遂行に必要な実験・調査技術を
体得し実行することができる。
５．結果を口頭発表およびレポートとして表現
することができる。

化学実験（コン
ピュータ活用を含
む）

無機分析化学・有機化学・物理化学の基
礎的分野の実験を行い、これに基づい
て、実験結果のデータ整理、解析、レポー
トの作成および発表の仕方を学ぶ。

１．実験課題に関する基礎的知識を理解し、
説明できる。
２．実験課題の遂行における実験・調査結果
ついて、適切な分析や評価ができる。
３．実験課題に関連する教育事象を始めとし
た種々の事象に関心を持つ。
４．積極的に実験課題取り組むことができ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．課題遂
行に必要な実験技術を修得し実行すること
ができる。
６．実験結果をレポートとして表現することが
できる。



分子と生命 生命活動は支えている生体高分子が生
体の形態と機能を決定し、それらの分子
がDNA(遺伝子）によって産制される。その
仕組み、また、DNAの構造と機能を理解
し、DNAを中心とした生命観を理解する。

1 DNAなど生体分子の構造や機能を理解し
説明できる。
2 生命活動が分子の機能に基づいているこ
とを理解し説明できる。
3 ガンや進化等の今日的なテーマと分子の
機能を関連づけ理解し説明できる。
4 分子的生命観を理科教育の観点からも理
解し関心をもつ。

細胞と生命 細胞の増殖、生殖、細胞の分化などに関
する基礎的現象の理論・理論を、理科教
育における生命の連続性等に関連づけな
がら理解する。

１．細胞の増殖、生殖、細胞の分化基礎的理
論・知識を理解し、説明できる。
２．生命の連続性多様性にもととなる細胞の
構造や機能に関して、生命科学的な見方が
できる。
３．生物の諸事象に関心を持つとともに、理
科教育の観点からも関心をもつ。

環境と生物 　
生物学演習 学校教育における理科教育生物分野や、

それらに関連する論文や著作を講読（輪
読）する。そのなかから特に重要な課題・
自分自信が興味ある課題をみつけ、それ
に関連する文献調査、報告書の作成およ
び発表を行う。

１．学術的な著作・論文をよみ、批判を加えな
がら講読する態度・能力を身につける。
２．講読した著作・論文から理科教育へと応
用・発展する課題を見つける態度を身につけ
る。
３．課題を整理し分析し成果を発表する能力
を身につける

生物学実験（コン
ピュータ活用を含
む）

動植物の機能や構造に関する基礎的な
観察や実験を行い、これに基づいて、実
験結果のデータ整理、解析、レポートの作
成および発表を行う。

１．実験課題に関する基礎的知識を理解し、
説明できる。
２．実験課題の遂行における実験・調査結果
ついて、適切な分析や評価ができる。
３．実験課題に関連する教育事象を始めとし
た種々の事象に関心を持つ。
４．積極的に実験課題取り組むことができ
る。
５．課題遂行に必要な実験技術を修得し実行
することができる。
６．実験結果をレポートとして表現することが
できる。

地学概論 中学校理科天文分野の基礎的事項ととも
に、新しい宇宙観・惑星像、人間活動が及
ぼす地球環境問題について解説する。

１．天体の位置の表し方や運動を説明でき
る。
２．宇宙、恒星、太陽系天体の形成過程や様
子などを説明できる。
３．地球温暖化・オゾン層破壊について説明
できる。
４．天体の位置を予測できる。
５．日常生活の中で、天文現象や地球環境
問題に関心をもつ。
６．地球環境問題を主体的に考え、行動する
ことができる。

固体地球科学 地震、火山活動、大地の変動は固体地球
の内部エネルギーのあらわれである。本
講では、この“変動する固体地球”の内部
構造、物質科学、表層で生起している諸
現象とそのメカニズムなどについて解説す
る。

１．地震の発生メカニズムについて説明でき
る。
２．火山活動の性質と成因について説明でき
る。
３．火成岩の種類とその多様性の原因を説
明できる。
４．地球内部に由来するエネルギーによって
生起する諸現象に関心をもつ。

地史学 １．地球史を編むための方法論
２．地史表層環境の変遷と生物史

１．地球史における主要な出来事とその背景
を説明できる。
２．地史の理解を通して、未来の地球像-地
球環境について関心を持つ。

気象と宇宙 地球大気圏の現象と恒星の世界を中心と
した天体現象について、初歩的な知識を
講義する。

１．気象学と天文学の基礎的な知識を理解
する。
２．気象現象と天体現象を科学的に考察でき
る。
３．気象現象や天体現象に興味をもって学習
する。

地学演習 　文献検索、文献講読、実験機器の操
作、野外実験などの実践的演習を行う。

1. 地学分野の研究手順・手法・実験方法を
理解し、説明できる。
2. 地学的自然に興味・関心をもち、積極的に
調べる態度を身に付ける。

地学実験（コン
ピュータ活用を含
む）

地質、気象および天文に関する基礎的実
験、およびコンピュータを活用した実験を
行う。

1. 実験課題についての基礎的事項を理解
し、説明できる。
2. 地学的事象を調べる方法を身に付け、実
際に適用できるようになる。
3. コンピュータを活用することができる。
4. 地学的自然に興味・関心をもち、積極的に
調べるようになる。
5. 実験結果を要領よくまとめ、報告すること
ができる。

ソルフェージュ 音楽表現の基礎的な力を身につける為、
聴音、新曲視唱、リズム叩き、ハ音記号の
読みとり、移調奏を演習する。

１．楽譜を正しく表現する基礎能力が身につ
いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　２．移
調奏の弾き歌いができる。

独唱I 発声の基本を学ぶ。 １．発声のしくみを知り、基礎トレーニングが
出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．イタ
リア古典歌曲を歌うことが出来る。
３．中学校の歌唱教材を歌うことが出来る。

独唱II １．自然で響きのある発声ができる。
２．安定した音楽表現で歌うことができる。

１．レガート、スタカート、アクセントなどの歌
唱表現方法が実践できる。
２．言葉に思いをこめて歌うことができる。

独唱III １．発声・呼吸・ディクション等の技術を磨
く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．レ
パートリーの拡大、作品研究を行う。

１．自然で響きのある発声で、より広い音域
を歌唱できる。
２．レパートリーを広げるために、多様な作品
の研究に取り組むことができる。

独唱IV
独唱V １．これまでの学習を統合し、豊かな音楽

表現を目指す。
２．作品への理解を深める。

合唱I(日本の伝統
的な歌唱を含む。)

小、中、高等学校の合唱教材、コンクール
課題曲、宗教曲、古典から現代の作品ま
で、さまざまなジャンルの作品に触れて合
唱経験を積む。

１．様々な合唱曲を歌唱することができる。
２．自らの歌唱力を合唱の形態の中で生か
すことができる。

合唱II 合唱の指揮、指導を実際に体験すること
によって、効果的な指導法を研究する。

１．合唱の指揮が出来る。
２．合唱の指導が出来る。

合唱III 選曲から、指揮、指導、発表まで、合唱指
導を総括する。

１．合唱の指揮が出来る。
２．総括的な合唱の指導が出来る。

ピアノI ピアノの基礎的な技能を習得させるため
に､練習曲やバロック及び古典派のピアノ
作品を学ぶ。

１．順次高度になっていく課題を実行できる。
２．ソナタ形式の演奏スタイルを理解し、実践
できる。

ピアノII ピアノIからの展開としてロマン派のピアノ
作品を学ぶ。

１．順次高度になっていく課題を実行できる。
２．ピアⅠで習得したものに加えてペダリング
と音質を習得する。

ピアノIII ロマン派から近代・現代までの、幅広い作
品に取り組む。

１．順次高度になっていく課題を実行できる。
２．ピアノⅡで習得したものに加えて標題音
楽の特質を踏まえたピアノ演奏表現が実践
できる。

ピアノIV ピアノⅠ〜Ⅲまでの学習を踏まえ、採用試
験､卒業試験に向けて準備を進める。

１．各人の力量に応じて、ピアノ作品１曲の演
奏を完成させることができる。

ピアノアンサンブル
(伴奏法を含む）

主に歌曲を中心としたピアノ伴奏と、４手
及び２台のピアノの為のデュオ作品の演
奏表現を習得する。

１．楽器の操作に留まらず、楽曲の全体像と
しての表現内容を理解し、的確な演奏表現を
選択できる。
２．パートナーと協力し合って、よりよい表現
を研究することが出来る。
３．アンサンブルとしてバランスのとれた演奏
表現ができる。

管・弦楽器I １．器楽指導の観点から、管・弦楽器の構
造と音をつくり出す原理について講義す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．基本
的な奏法について指導する。
３．習得した奏法のレベルに応じて平易な
楽曲を指導する。

１．管・弦楽器の歴史、管・弦楽器の構造と音
色、管・弦楽器の取り扱いについて説明でき
る。
２．適切な演奏姿勢と楽器の持ち方で、平易
な楽曲を演奏することができる。
３．楽器固有の音色を感じることができる。

管・弦楽器II １．楽器固有の音色をつくり出すための基
本的な奏法、例えば管楽器では腹式呼吸
法・アンブシュアなど、弦楽器ではボーイ
ングについて指導する。
２．楽器の取り扱いに慣れさせ基本的な
奏法を身につけさせる段階から一歩進め
て、レガート奏法・スタッカート奏法・運指
法などの奏法について指導する。

１．管楽器では腹式呼吸法・アンブシュアな
ど、弦楽器ではボーイングのテクニックによっ
て、可能な限り楽器固有の音色をつくり出す
ことができる。
２．運指法が理解できて、レガート奏法・ス
タッカート奏法による演奏ができる。

管・弦楽器III １．基本的な奏法に習熟させ、アーティ
キュレーション・フレージングについて指導
する。
２．平易な楽曲の分析・演奏解釈・表現法
について指導する。

１．基本的な奏法を確かなものにし、身につ
けたアーティキュレーション・フレージングで
平易な楽曲を演奏することができる。
２．習得した楽曲分析・演奏解釈・表現法に
よって平易な楽曲を演奏することができる。

管弦楽器IV １．管・弦楽器Ⅲに続けて、基本的な奏法
を確かなものにしながら、アーティキュ
レーション・フレージングを深めるための
指導をする。
２．進んだレベルの楽曲の分析・演奏解
釈・表現法について指導する。

１．基本的な奏法について、管・弦楽器Ⅲより
確かなものにし、さらに深めたアーティキュ
レーション・フレージングで楽曲を演奏するこ
とができる。
２．進んだレベルの楽曲分析・演奏解釈・表
現法によって楽曲を演奏することができる。

管・弦楽器V １．管・弦楽器Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳで指導してき
た演奏技術や表現力を深める指導をす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．
楽曲のより高度なレベルの演奏について
指導する。

１．さらに深め養った演奏技術や表現力に
よって、楽曲をより高度のレベルで演奏する
ことができる。

合奏I(和楽器を含
む。)

１．小・中学校の音楽科の観点から、リ
コーダーと和楽器の基本的な演奏技術を
教授する。
２．小・中学校の音楽科の観点から、リ
コーダーと和楽器の演奏技術及びこれら
の楽器の音楽についての指導法を教授す
る。

１．リコーダーと和楽器について、小・中学校
の音楽科で指導するレベルの演奏技術で演
奏できる。
２．リコーダーと和楽器について、これらの楽
器の演奏技術及び音楽についての指導がで
きる。

合奏II １．小・中学校の音楽科や課外クラブとし
ての吹奏楽の観点から、管楽器と打楽器
についての基本的な知識や奏法等を教授
する。　２．中学校現場の活動を使って、
吹奏楽の基本的な指導法を教授する。

１．管楽器と打楽器について、小・中学校の
音楽科や課外クラブの吹奏楽活動で説明で
きたり、それらの楽器の基本的な奏法を演奏
できる。
２．小・中学校の音楽科や課外クラブで、吹
奏楽の指導ができる。

指揮法実習 指揮の意味と役割について考え、指揮の
基本図形と運動について知った後、指揮
の基本的な技術を学ぶ。

1. 指揮法の役割と必要な知識，能力につい
て説明できる。
２．個々の楽曲に相応しい指揮の技術を選
択できる。
３．様々な音楽上の表現にふさわしい身体表
現，言語表現のありかたについて工夫でき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４． 正
確な打法，図形で指揮をすることができる。
５．デュナーミク、アゴーギグの変化を的確に
表現できる。

音楽通論 作曲、音響構成を行う際に不可欠な基礎
的な音楽理論、及び音楽を構成している
音そのものの様々な性質を理解すると共
に、それらを説明出来る能力の育成を育
成する。

1.音楽の概念の獲得、音楽の理論的な仕組
みの理解、五線記譜法の基本的な仕組みの
知識の獲得、及びその理解
2.音楽を理論的に考察する能力の獲得
3.音楽に対する広い関心の獲得と、積極的に
音楽と接する意欲の獲得
4.音楽、及び芸術全般に対しての畏敬の念、
及び尊厳を認める態度の育成
5.　音楽の仕組みを解りやすく説明できる能
力の獲得、それに必要な表現手段の獲得

作・編曲法I 音楽科の創作指導に不可欠な「教師自ら
が作曲、編曲する」力、音響構成を行う際
に必要な作曲、及び編曲の基本的な力を
修得する。和声法を主とするホモフォニッ
クな作曲法を中心に、簡単な旋律の創作
から始めて、少し規模の大きな器楽曲の
作曲、基本的な編曲の方法などを学習す
る。

1.実用的和声法の知識の獲得、和声に対す
る基本的な理解。
2.音楽的な思考、及び音楽的な優劣、という
価値判断が自分で出来るようになること。
3.様々な音楽作成方法への広汎な関心、
様々な作曲手法獲得への意欲。
4.音楽的な思考を、楽曲作成という手段で表
現できる技能の獲得



作・編曲法II 　線的作曲法、すなわちポリフォニーと呼
ばれる複数の旋律どうしの絡み合による
作曲法を扱う。内容は二声部の厳格対位
法の解説と実習、模倣対位法としてのカノ
ンの実作、フーガの解説などを扱う。

1.ポリフォニー、及び対位法の概念の獲得、
線的作曲手法の基本的理解、自由度の相違
による厳格対位法と自由対位法の違いの認
識。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.線
的な作曲法により自ら音楽的な思考が出来
るようになること。
3.ポリフォニー的作曲法とそれ以外の作曲法
の違いが判断できる。
4.ポリフォニー音楽への積極的な関心、及び
探究への態度。
5.対位法による作曲技能の獲得、ポリフォ
ニーによる音楽表現技能の確立。

作・編曲法III 音楽科授業での創作指導、鑑賞指導にお
いては音楽形式の理解は不可欠である。
また、音響構成においても、長い作品をま
とめる際には楽曲の形式についてのセン
スは極めて重要である。この授業では
様々な音楽形式を学習する。

1.音楽形式（フォーム）の概念の理解、様々な
音楽形式の基本的な知識の獲得。
2.楽譜を見て、音楽形式を判断できる思考力
の獲得。
3.　様々な音楽形式、音楽様式への幅広い
関心と、意欲的に様々な音楽様式、ジャンル
に接して行こう、とする意欲の確立。
4.音楽形式を解りやすく説明できる能力の獲
得、及び表現力の錬磨。

音楽史I(日本の伝
統音楽・諸民族音
楽を含む。)
音楽史II
音楽学概論
平面造形基礎 1.平面に於ける造形を対象として美術一

般の基礎的な表現を学習する。            2.
石膏像の面取りから始め、形と明暗の初
歩をまず体得し、個人の進度に応じて頭
部、胸部、立像へと進む。

1.各自のデッサン力を把握し、絵画史上に残
る巨匠たちのデッサンの特徴を説明できる。
2.各自のデッサン力を把握し、絵画史におけ
るデッサンの特徴を論理に、また、わかりや
すく説明できる。
3.様々な問題について主体的に考え、好奇
心をもって実技を行うことができる。
4.デッサンにおけるそれぞれの表現の仕方を
理解し、それに見合う技術を身につける。

絵画I 平面に於ける造形を対象として美術一般
の基礎的な表現を学習する。

1.近代の西洋美術の概略を説明できる。
2.デッサンおよび、油彩画における素材や用
具の特性や、使用法を的確に説明できる。
3.西洋美術や、日本美術における美について
感受し、生活の中に美を見出すことができ
る。                                            　　    　4.
普段から自主的に身の回りのものをデッサン
する習慣をつける。
5.デッサンおよび、油彩画における技術の多
様さを理解し習得しようとする。

絵画II(映像メディア
表現を含む。)

映像メディアが絵画表現に与えた影響に
注目し、様々な素材を使った表現にとりく
む。（コラージュや、写真による表現を含
む。）

1.映像メディアが絵画表現に与えた美術史上
の概要を理解する。
2.生活の中におけるメディア表現に意識的に
なり、絵画とメディア表現の関係について考
察することができる。
3.コンピューターや、機械を通した映像などの
表現と、手技による表現の接点を模索する。

絵画III 人体をモチーフに平面におけるデッサン
力の向上と油彩表現の多様性を学習す
る。

1.人体の基本的なプロポーションや動きにつ
いての概略が説明できる。
2.普段見慣れた人物の構造や動き、質感な
どに関心が持てる。
3.人物の構造や動き、量感、質感などを平面
上にどのように表すかについての試行錯誤
ができる。

絵画IV 平面に於ける造形を対象とし、ポロック以
降の現代美術に属する絵画を例にとり、
絵画の具象性や抽象性について考察す
る。

1.ポロック以降の現代美術に属する絵画の
概略を説明できる。
2.抽象美術および、現代美術における絵画表
現について感受できる。
3.抽象美術および、現代美術における絵画表
現を鑑賞する習慣を身につけようと努力す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　4.抽象美術およ
び、現代美術における絵画表現に関する課
題に対応した表現を模索し、その表現に適し
た技法を選択することができる。

絵画V 1.近、現代の美術の動向の概要を解説す
る。2.個々の制作における興味に響く現代
の美術作家を研究し、ゼミ形式で発表す
る。 3.制作においては、ゼミでの発表を個
別にそれぞれの表現のなかに取り込み、
具体的な作品に仕上げる。

1.近、現代の美術の動向の概要を説明でき
る。
2.近、現代の美術の動向の概要を理解し，関
連する美術展などを積極的に鑑賞する。
3.自分自身の得意とする素材選択、技法の
確立とともに、同じ形式や、技法に終止する
だけではなく、新しい技法や、素材を自分自
身の感性で見つけることができる。

立体造形基礎 様々な立体造形の基礎として，量感，フォ
ルム，テクスチュアー、空間感、動きなど
を基礎的材料経験と立体制作を通して、
感覚的理論的に学ぶ。

1.基礎的な造形要素について説明ができる。
2.身近にある造形物に興味や関心をもち鑑
賞ができる。
3.物と空間との関係を考え、立体的に表現す
ることができる。

彫刻I 彫刻の基礎として、塑像・彫像・レリーフの
基本的な理論・技法を制作を通して学ぶ。

1.抽象的な立体作品に興味や関心をもつ。
2.固形物を彫刻し立体に表すことができる。

彫刻II 土、金属、木材、石材、ガラス、プラスチッ
クなどを組み合わせた形態の研究を行
い、集合彫刻の基礎を学ぶ。

1.多様な材料で立体に表すことができる。
2.集合彫刻について理解する。

彫刻III 様々な材料による彫刻作品を制作する。 1.材料と立体作品を理解する。
デザインI 1.デザイン・造形の基礎である造形要素と

視覚言語について、講義と演習を行なう。
2.造形要素では形、色、材質感について
習得し、視覚言語を利用した作品制作を
行なう。

1.デザインについての理解。視覚言語の理
解。
2.構成に関心をもつ。
3.視覚言語に基づいて平面構成ができる。

デザインII 立体構成とデザインについて作品制作を
行う。

デザインIII(映像メ
ディア表現を含
む。)

1.映像表現の中で写真技術を利用して視
覚伝達デザインの学習を行なう。
2.写真技術全般の解説とフイルム写真の
技術習得として、現像、焼付けを行なう。
3.伝達デザインのための造形要素と視覚
言語を写真、映像を利用して表現する。
4.また、テーマを設定して写真作品を制作
する。

1.映像表現について理解する。
2.伝達のデザインの方法を理解する。

デザインIV デザインの目的を知り、社会的な問題に
関心をもって視覚化する。

1.デザインの目的を知る。デザイン教育の内
容を知る。
2.問題解決学習のための判断力を習得す
る。美的判断力を習得する。
3.社会的な問題に関心をもつ。

総合造形 環境デザインに関する基礎的・総合的な
学習を行う。

1.自分の生活する環境を見つめなおし、人間
と空間についての在り方について、デザイン
と関連付けて説明することが出来る。
2.空間に関する設計、アイデア、コンセプトな
どの演習を通して、具体的な環境をよりよく
改善するためのデザインについて、その効果
を指摘できる。
3.建築やインテリアといった空間に関する分
野のデザインについて討議できる。
4.演習で培った空間デザインのノウハウを今
後の生活に於いて活用することが出来る。
5.建築やインテリアの模型を制作することが
出来る。
6.図面についての基礎的な知識を得ることが
出来る。
7.住宅についての基礎的な設計手法を身に
つけることが出来る。

工芸ＡI 木材工芸の基本内容について実習する。
工芸ＡII 制作意図とデザインとの関連から、木材

工芸の実習を行う
工芸ＡIII
工芸ＢI 粘土作品を作って焼成し、自分で陶芸作

品を制作する。
1.粘土作品を作って焼成し、自分で陶芸作品
を制作することができる能力を養う。

工芸ＢII 陶芸の基礎的知識を踏まえて、より高度
な陶芸作品を制作する。

1.陶芸の基礎的知識を踏まえて、より高度な
陶芸作品を制作する。
2.そのために伝統的な技法の習得や創作的
な制作の研究も行う。

工芸ＢIII 陶芸での卒業研究を前提として、各自で
テーマを決めて作品を制作したり材料研
究をする。

1.陶芸での卒業研究が十分できる力を養う。

美術理論 とくに西洋における過去の美や芸術の理
論を概観し、美術史学の成立までを概説
することによって、作品を観ること、創るこ
と、まねることを考察する。

1.過去の美や芸術に関する思想のアウトライ
ンを説明できる。
2.美や芸術という概念について、考察し、そ
れらに対する自らの認識を形成していく。
3.美や芸術に対する基本的な考え方に関心
をもつ。

美術史I 西洋絵画史に関してとくにルネッサンス以
降、１９世紀近代絵画の成立までを歴史
的流れに重点をおいて概説する。

1.ルネッサンス以降、１９世紀までの西洋絵
画史の概観を説明できる。
2.各時代に生まれる芸術作品の歴史上の位
置づけ、社会的、文化的背景を把握し、考察
できる。
3.西洋絵画の歴史を知ることによって、社会、
文化をふくめた諸外国に対する国際理解へ
の関心を喚起する。

美術史II(鑑賞並び
に日本の伝統美術
及びアジアの美術
を含む。)

1.日本美術史、とくに日本の近世絵画史
(室町期〜江戸期)に関して、流派とスタイ
ルという観点から論述する。
2.なお　日本をとりまく当時の東アジア諸
国とのつながりも含む。

1.日本の室町期以降、江戸期までの絵画史
の概観を説明できる。
2.各時代に生まれた絵画作品の歴史的位置
付け、社会的、文化的背景を把握し、考察で
きる。
3.日本絵画史の概観を知ることによって、当
時の東アジアを中心とした諸外国との文化的
な交流のあり方についての関心も喚起する。

美術史III 1.古美術、現代美術等に関して、実際の
美術作品を鑑賞、体験する実地研修。
2.研修コースについては、毎年変更し、実
施の前に掲示連絡する。

1.印刷物等では、見ることのできない生の作
品の迫力を通して、作品に対する知識や理
解を深める。
2.実地にその場を訪れることにより、その周
辺、あるいは副次資料をもふくめた上で、作
品の考察に役立てる。
3.実作でした味わえないものを通して、そのも
のに対する関心を喚起する。
4.鑑賞に対する積極的な態度を期待する。

芸術教育論 美術にかかわる教育の問題を講義する。 1.表現教育の多様性を知る。
2. 外国の美術教育について知る。

陸上競技 中学校体育科における陸上競技の走・
跳・投の種目を行い、実技能力と指導能
力を高めます。

中学校体育科における陸上競技の走・跳・投
の種目について、実技能力と指導能力を獲
得する。

水泳 1.水泳はプール実習を２年間にわたり履
修すること（３日間×２）になっています。
2.プールで泳ぐだけでなく、担当教官の助
言を受けながら泳力班別の活動計画の作
成をはじめ、水泳に関する事前学習も行
います。

１．近代泳法の泳力を向上させる。２．水泳
の指導法や指導理論を理解する。３．水難救
助の方法について理解する。

野外運動特習 1.冬期集中講義として、スキー・スケートな
どの冬季種目をとりあげ、具体的な活動
計画を作成し、実習をとおして指導法や指
導理論の理解をはかる。
2.そのための事前準備・学習として学校教
育における野外教育の意義・方法、ス
キー・スケートなどの技術指導の理論を学
習する。

1.冬季スポーツとしてのスキーに関し、その
指導法や指導理論を理解する。            2.学
校教育における野外教育の意義・方法を理
解する。

体操・器械運動 　授業は実技実習を中心に行うが、実習
の過程で指導法のポイントを学び取る手
法で行う。

(1)生涯体育の基礎となる体力づくり、動きづ
くりの体操を学習する。
(2)器械運動の特性を理解し、技能の向上・
修得に努め併せて指導法について学習す
る。

球技I 　ゲ－ムをとおしてフットボール系球技の
基本的な個人及び集団技能を修得し、学
校現場におけるそれらの指導法について
学習する。

1.フットボール系球技の技術・戦術構造と技
術指導の系統性について理解し、それを練
習または指導計画として構成することができ
る。                    　　　　　　　　　　　　       2.
ゲーム分析やルール作りなどで創意工夫を
しながら取り組むことができる。
3.チームの中で役割を分担し合いながら、分
業と協業の取り組みに主体的に参加する。；



球技II 本授業では、バレ－ボ－ルの個人的技
能、集団的技能及びゲ－ムの戦術につい
て概説する。また、それらの指導法につい
ても解説する。

１．バレ－ボ－ルの基本となる個人的技能及
び集団的技能を習得する。
２．バレ－ボ－ルの基本となる個人的技術及
び集団的技能を習得するための指導法を学
習する。
３．ゲ－ムを通して、ゲ－ムの戦術を理解す
る。

軽スポーツ 生涯スポーツとして手軽にできるスポーツ
種目について、そのスポーツの概要（おい
たちと現況、競技の仕方）、方法（施設・用
具・服装、競技の進め方、主なルール、審
判の仕方）を理解するとともに、基本技能
と練習方法などを修得する。

1. 各種スポーツの基本技能、練習方法およ
び審判法を説明できる。

エアロビクス エアロビック・ダンスは，ダンスの要素を取
り入れた健康・体力づくりを目的とした有
酸素運動である。健康・体力づくりを目標
にプログラムは構成され芸術的な踊りとは
異なる特性をもつ運動である。プログラム
は初級レベルでウォーム・アップ（準備運
動），ステップ・メインダンス（有酸素運
動），コンディショニング（筋力強化運動），
クーリング・ダウン（整理運動）を含む６０
分前後で構成される。音楽に合わせて全
体学習、グル－プ学習を取り入れながら
基礎的な身体づくりをしていく。

1. エアロビックダンスの特性について理解で
きる。
2. エアロビックダンスの効果を実感できる。
3. 動きの楽しさを共感できる。
4. 積極的にグル－プワ－クに参加できる。
5. 基礎プログラムを修得し、グル－プ発表が
できる。

ダンス 　そもそも人間は、演技的存在である。そ
れゆえ本授業では、人間のしぐさや儀礼
的な身体所作、情動とリズムを通して表出
される豊かな身体表現の可能性を模索す
る。具体的には、１．モダンダンスの理念、
２．ダンスの創作、３．その指導法等を通し
て、非言語的コミュニケーションとしての多
様な身体表現の可能性を学習する。表現
運動の楽しさや表現運動を通して得られ
る運動文化の新たな側面を発見する。以
上のことを学習するために、本授業では、
授業作品発表会の場を設け、授業作品を
公開し、最終的な達成度を作品を通して
評価する。

1.モダンダンスの理念を歴史的に理解するこ
とができる。
2.表現運動の基礎的運動、アクションフレー
ズの意味、専門用語を理解することができ
る。
3.基本動作を確認し、応用することができる。
4.表現したい内容を適切な身体表現としてア
クションフレーズを応用し、組み合わせ、全体
を構成することができる。
5.自主制作のダンス作品を通して、自己を見
つめなおし、日常生活とダンスの関係につい
て一定の関係を見出すことができる。
6.グループのリーダーとなり、率先して、作品
づくりを進めることができる。
7.自主学習により、授業内容を反復、応用
し、次回授業時までに高めておくことができ
る。
8.心を込めた作品づくりができる。
9.テーマについて真剣に考えることができる。
10.出来上がった作品を他人に見せることが
できる。
11.基本のステップ、ターン、ジャンプが正確
にできる。
12.アクションフレーズの連続動作をリズミカ
ルに再現することができる。
13.表現内容に即した作品を構成することが
できる。
14.表現内容に即した作品を演技することがで

武道 柔道の基礎的な技術の習得する．特に固
技を重点的に行う．

1.柔道の基本技術の名称．動作を正確に理
解する．
2.柔道の基本技術を正確に習得し，乱取りに
応用する．

体育原論 1.現代社会における文化現象としての体
育・スポーツが有する諸問題、また今日の
体育学、スポーツ科学が包括している諸
問題を、哲学的方法を用いて省察する。
2.政治、メディア、国際化、民族問題、ナ
ショナリズムと体育・スポーツ、遊戯論、身
体論、スポーツ文学といった視点から投影
されるパースペクテヴを紹介し、その論点
を整理する。                        3.具体的に
は複数の論文の中身を紹介しつつ、個
人、集団をとりまく体育・スポーツ現象に
対する学問的アプローチの基本概念を学
習する。
4.講義時間内に体育を哲学するための思
考トレーニングとして、「コミュニケーション
カード」の記入を行う。

1.近代体育・スポーツの特性とその変遷につ
いて説明することができる。
2.遊戯論（プレイ論）から、近代体育・スポー
ツの根底に流れているスポーツ現象を分析
し、性格づけることができる。
3.身体とコミュニケーションといった観点から、
近代体育・スポーツが有する有効性について
説明することができる。
4.スポーツ事象を多元的角度から捉え、分析
することができる。
5.スポーツ思想について事象を指摘し、説明
することができる。
6.アマチュアリズム、アスレティシズム、オリン
ピズム、ナショナリズムとスポーツの関係を
論理的に理解し、例示することができる。
7.実社会におけるスポーツ事象や、自分自身
の体験を、授業で履修した内容にひきつけて
考えることができる。

体育心理学 1.本講では，体育心理学の沿革および基
礎知識について説明し，運動・体育指導
に役立つトピックを紹介する．          2.ま
た，メンタルトレーニングやスポーツカウン
セリングなど，運動・体育指導の現場で有
用な技法を実践する．

1.体育心理学の基礎知識の理解
2.体育心理学の知識を応用しての問題解決
力                                        3.真摯に授業
に取り組む態度；

体育社会学 1.　この授業では、現代社会における体育
やスポ－ツを一つの社会制度としてとら
え、ほかの制度、たとえば経済や政治、教
育や家族などの制度との関連性について
概説する。                         2.また、社会
構造の中で体育やスポ－ツがどういう位
置を占め、どういう機能を果たすのかにつ
いても概説する。

1.社会現象としての体育やスポ－ツ問題の
状況、背景について説明できる。
2.社会現象としての体育やスポ－ツ問題の
相互関係やその解決策について、自分の意
見を述べることができる。
3.スポ－ツに関する関心を広げ、問題意識を
高めることができる。
4.日常生活の中でスポ－ツ問題について主
体的に考えることができる。；

体育史 1.本授業では、体育・スポーツの成立過程
を、主として近代化の観点から概観し、そ
の歴史的位置づけを学習する（１.体育・ス
ポーツの概念史　２.近代スポーツの定義
３.分析視角となる概念装置について）。
2.とりわけ３．分析視角となる概念装置に
ついては、体育・スポーツ史に関する種々
の個別研究論文をとりあげ、微細な権力
関係、国民統合装置としてのスポーツ、文
化人類学的視点、文化帝国主義、文化ヘ
ゲモニー、民族スポーツとの関わりについ
て学習する。              3.受講者は、幾つ
かの小論文の検討を行い、最終レポート
を提出する。

1.近代スポーツの伝播過程を歴史的に辿る
ことができる。
2.日本における体育・スポーツの展開を概念
史に即して説明することができる。
3.近代体育・スポーツ事象について、その文
化的特性と歴史的脈絡を関連させて捉える
ことができる。
4.日本における体育・スポーツの成立契機に
ついてその特徴を捉え、論じることができる。
5.スポーツ特有の文化伝播について、文化帝
国主義や文化ヘゲモニーの観点を考慮し、
今後のスポーツの発展・推移について、歴史
的展開を考慮した上でその展望を論じること
ができる。

体育経営学
スポーツ法学 スポーツ関係法規は，内容的には，大ま

かにスポーツの振興，人権（保障）問題，
及び事故責任と補償問題にかかわるもの
などに区分できる。このようなスポーツ関
係法規についいて，できるだけ事例に即し
て１５回にわたって，その意義や役割・機
能及び構造等について述べる。

野外運動論 野外運動に関する講義と実技・実習を行
う。

主に「キャンプ活動」に着目し、野外運動・野
外教育の手法を理解し実践力を養う。

運動学(運動方法
学を含む）

身体運動は骨格筋の収縮を骨に伝え、そ
の力学量を環境に働きかけて遂行してい
る。したがって、はじめに骨と関節及び筋
肉についてのアウトラインを述べ、それを
土台に柔軟性、筋力トレーニングについて
概説する。つづいて、身体各部位の筋の
構造や作用について理解し、身体運動と
の観点から筋の働きを考察する。　さら
に、身体運動を力学的側面から分析する
ための力学的基礎と応用について解説す
る。

1．構造や機能を説明できる
2．関連器官の機能を関係づけられる
3．力学的分析にもとづき、動きの価値を評
価できる
4．よりよいヒトの動きの分析と考察に寄与で
きる；

フィットネス論 運動生理学の基礎知識をもとに、トレ－ニ
ングによる身体器官の適応変化およびト
レ－ニングの原理・方法について学習す
る。また、トレ－ニングの計画立案におけ
る注意すべき事項についても学習する。

1. トレ－ニングによる身体器官の適応変化
およびトレ－ニングの原理・方法について理
解する。また、トレ－ニングの計画立案にお
ける注意すべき事項についても理解する。
2. トレ－ニングによる一部の器官の適応を他
の器官と関連付けて思考することができる。
3. 新聞・雑誌などの記事から種々のトレ－ニ
ング方法の情報を収集することに関心があ
る。

トレーニング処方
演習

保健体育学研究法 この科目は、保健体育学分野における研
究法の基礎・基本の理解をはかるための
演習である。〔授業内容〕以下の３方法の
入門講義を５回ずつのオムニバス形式で
運営する。１．　　文献研究法（１）～
（５）・・・・担当：池田２．　　調査法（１）～
（５）・・・・・・担当：三好３．　　実験・統計法
（１）～（５）・・・担当：上地

１．保健体育学分野における研究方法の基
礎的内容を理解する。

保健体育学特講 　この科目は３年生を対象に既習の講義
を踏まえ、総合をはかる演習である。以下
の領域について、5人の教官が自己の専
門分野から研究課題ならびに研究方法を
ガイダンスする。学生の卒業研究等の課
題発見・設定をうながす学習を意図してい
る。　以下の分野について5人が５回ずつ
担当する。１．スポ－ツの教育　　４．ス
ポーツの心理学２．スポ－ツの社会学
５．健康の教育３．スポ－ツの歴史

１．自己の選択した研究領域に関し、近年の
研究課題状況ならびに研究方法を理解す
る。２．卒業研究に向けて、学習興味と課題
意識を深める。

保健体育学演習I 本授業は、１．各専門領域の先行研究に
学び、２．自己の研究課題を決め、３．研
究方法を深めるための演習である。各教
官の研究室に所属し、指導を受ける。専
門的な研究論文の読解、専門的な研究方
法について、担当教官の指導のもと、自
主的に研究・学習する態度を養う。

1.専門領域の先行研究の概要について説明
できる。
2.各自の研究課題について自分の意見を述
べることができる。
3.スポ－ツ問題興味を持つ。
4.スポ－ツ問題に関心をもつ。；

保健体育学演習II 卒業研究を進めるための演習で、各自の
研究課題に関わる先行研究の検討及び
研究方法について理解を深めるとともに、
論文作成の指導を行う。

1.研究課題の現代的意義について説明でき
る。
2.先行研究について理解することができる。
3.先行研究と自らの研究課題の関係につい
て説明できる。
4.自らの研究課題について主体的に取り組
むことができる。
5.問題意識を持って自らの研究課題にねばり
強く取り組むことができる。        6.考察した
結果を文章や口答で適切に表現できる。；



生理学（運動生理
学を含む）

神経および筋の生理的機能について概説
するとともに、運動制御機構における神経
−筋の役割および運動学習やトレーニン
グにともなう神経、筋機能の変化とその生
理学的機序について講義する。また、運
動時の呼吸循環器系の反応や調節機
構、運動トレーニングに対する呼吸循環
系の適応などについて講義する。

「知識・理解の観点」１．神経および筋の生理
的機能について理解する。運動制御機構に
おける神経−筋の役割および運動学習やト
レーニングにともなう神経、筋機能の変化と
その生理学的機序について理解する。２．運
動時の呼吸循環器系の反応および調節機構
について説明できる。運動トレーニングに対
する呼吸循環系の適応について説明でき
る。；「思考・判断の観点」１．運動制御機構に
おける神経−筋の役割および運動学習やト
レーニングにともなう神経、筋機能の変化と
その生理学的機序を説明できる。２．運動の
種類による呼吸循環系の反応および調節機
構の違いを説明できる。運動トレーニングの
種類による呼吸循環系の適応の違いを説明
できる。；「関心・意欲の観点」１．運動制御機
構における神経−筋の役割および運動学習
やトレーニングにともなう神経、筋機能の変
化に関心を示し、生体の合理性などに関する
意識を高める。２．運動時の呼吸循環器系の
反応および調節機構について関心を持つ。
運動トレーニングに対する呼吸循環系の適
応について関心を持つ。；

スポーツ生化学 運動によって生じる生体内の化学的変化
とその機序について、とくに運動と関わり
のあるエネルギー供給機構、酸素運搬機
能、酸塩基調節能などを中心に概説す
る。

1. 身体運動時の生化学的変化を説明でき
る。                                                    2.
運動時の骨格筋、血液、尿などの生化学変
化などについて推論することができる。
3. 運動時の生化学変化について関心を持
ち、自ら学ぶ姿勢が見られる。

環境適応学 暑熱、高圧（潜水）などの諸環境に対し
て、生体に起こる反応、適応、その生理的
メカニズムなどについて講義する。

１．諸環境に対して、生体に起こる反応、適
応、その生理的メカニズムについて説明でき
る。
２．各環境下において、生体の適応を促す方
法、および注意すべき事項について説明でき
る。
３．諸環境に対する生体適応などについて感
心を持つ。

公衆衛生学 　人間の健康に影響を及ぼす各種要因
（食・環境・社会等）と疾病との関連や各種
疾病に対する予防・対策並びに健康の現
状及びその指標について講義する。

健康の維持増進や病気の予防のためにはど
うすればよいのか、病気を引き起こす要因は
何であるかを学び、自らの健康は自ら守ると
いう考え方を養う。

学校保健I(小児保
健，精神保健を含
む。）

学校保健は子どもの健康・発達を支援す
る教育活動です。 自分自身の健康・発達
状況をみつめながら、あるいは、これまで
の自分の経験・体験を相対化しながら、子
どもの健康・発達につながる援助の理論
と技術を学びます。

１．現在の子どもたちの健康問題について解
説できる。
２．学校における健康管理について、働きか
けや援助の理論を理解する。

学校保健II(学校安
全，救急処置を含
む。）

学校保健活動の教育的側面を扱う「健康
教育論」を内容としています。 とくに、保健
学習・指導の目的・内容・方法について、
受講者が参加する方法をとりいれ、具体
的に教授します。

１．中学校学指導要領における保健教育の
目標・内容について理解する。
２．教科保健の授業づくりの原則を理解す
る。
３．自分で保健授業プランを作成できる。

製図 1.「ものづくり」を行う際に必要となる製図
について,その基礎的な知識と作図法を習
得する。                                  2.授業
は，講義とこれに続く演習を基本的な構成
とし，授業計画に沿って出題する課題を通
して実践的な力を身に付ける。

１．製図の意義を知る。
２．基本的な製図方法について理解する。
3．製図を正しく読み取ることができる。
4．進んで製図を描こうとする。
5．様々な製図に関心を持とうとする。
6．きれいな図面を描くよう心がけている。
7．正しい図面を描くようにしている。
8．製図用具が正しく扱える。
9．製図用具が効率的利用できている。
10．読みやすい，きれいな製図を描くことがで
きる。

木材加工法(実習を
含む。）

1.木材およびその加工に関する基礎的な
講義を行った後，実習を行い実践的にこ
れを理解する。                          2.実習
では，中学校の技術・家庭科での指導を
想定し,手加工を中心とした基本的な加工
法を身に付ける。

１．木材および木質材料の特徴と加工方法に
関する基礎的知識・理解；
2．目的等を勘案し，適切な材料や加工方法
を選択できる。
3．全体および場面ごとの段取りが行える。
4．進んで木について知ろうとする。
5．進んで，加工方法等について知ろうとす
る。                                        6．加工方法
や工程を検討し，工夫しようとする。
7．工具等の手入れを行おうとする。
8．実習室の整理・整頓ならびに美化を図ろう
とする。
9．工具や機械が安全かつ正しく扱える。
10．製作品が寸法どおりに製作できている。

木材加工学 1.木材加工法で学習した内容をさら詳しく
説明し，木材やその加工方法に関する知
識や理解を深める。                     2.授業
は講義が中心となるが，必要に応じて演
習を含める場合がある。

１．木材および木質材料について説明でき
る。                                      ２．木材加工
に使用する工具や機械について説明できる。
３．作業の安全や管理について説明できる。
4．木材や木質材料について進んで知ろうと
する。
5．木材の加工について，進んで知ろうとす
る。                                        6．身の回り
の木々や自然環境について感心を持ってい
る。
7．木材と人との関わりについて，正しく理解
しようとしている。

木材加工演習 木工具および木工機械の整備をとおし
て，その加工原理や仕組み，安全対策を
学びます。

1.木工具の整備ができる。
２．木材加工機械の点検。・整備ができる。
３．木材加工における安全対策ができる。

総合技術I 1.われわれの身の回りにある製品は、そ
の多くが数種の材料を組み合わせて作ら
れている。製品に求められる機能やデザ
インが複雑化、高度化しつつある今日、材
料が持つ様々な性質や特徴を知り、適切
に組み合わせることは、技術ならびにもの
作り教育に携わる教員にとって、必須の
知識であり能力といわざるをえない。　主
な学習内容は、各種材料の物理的、化学

1.加工に必要な，素材に対する知識・理解を
有している。
2.適切な素材や加工方法を選択できる。
3.構想立案が行える。
4.積極的に加工について知ろうとしている。
5.問題解決的に取り組んでいる。
6.加工に必要な技能を有している。作品の完
成度。

金属材料学 1.私たちの生活で活用されている金属材
料について、その結晶構造、製造方法、
物理的性質、化学的性質、機械的性質、
熱処理法、特徴、使用方法について解説
する。                              2.主に、鉄系
材料について概説する。

1,金属材料の種類を説明できる。
2.金属材料の特性と活用法を関係づける。
3.金属材料の種類の違いを類別できる。
4.金属材料の性質の違いを指摘できる。
5.金属材料の性質を討議できる。
6.金属材料の関心度の向上に寄与できる。
7.金属材料の性質評価に参加できる。
8.金属材料の性能分析に協調できる；
9.金属材料の性質を評価する知識が得られ
る。
10.金属材料の材料設計法が展開できる。

金属工作法(製図
及び実習を含む。)

1.技術教育の金属加工領域で習得すべき
金属加工用手工具、工作機械の機能、使
用法について解説する。           2.理解を
深めるために演習・実習も併用して行な
う。

1.金属加工用手工具及び代表的な工作機械
を説明できる。
2.金属加工用手工具及び代表的な工作機械
を関係づける。
3.金属加工用手工具及び代表的な工作機械
を類別できる。
4.機械加工法を指摘できる。
5.機械加工法を討議できる。
6.ものづくり教育の推進に寄与できる。；
7.金属加工によるものづくりに参加できる。
8.金属加工法に慣れ、協調できる。；
9.金属加工技術を修得できる。
10.金属加工により作品を自由に製作でき
る。；

金属加工演習 1.黄銅と鋼を用いてドライバーの製作を行
い、金属の加工法、金属の熱処理法を学
習する。                                 2.また、ア
ルミニウム空き缶の溶解・鋳造によりアル
ミニウム鋳物（キーホルダー、家紋（置
物））を製作する。         3.ものづくり教育
を推進する力を養う。

1.金属材料の加工法を説明できる。
2.金属加工とものづくりを関係づける。；
3.金属の機械加工法を類別できる。
4.金属の加工技術について指摘できる。
5.ものづくり教育について考える態度を養う。
6.金属の適切な加工法を討議できる。
7.ものづくり推進教育に寄与できる。；
8.金属の特性を知り加工作業に参加できる。
9.金属材料の加工作業に協調できる。；
10.金属加工用の手工具及び工作機械が使
用できる。鋳造技術を体得できる。
11.アルミニウム鋳物のものづくりにより自分
の作りたいものを製作・表現できる。

機械工学I ものづくりや身近な家庭用機械の動作原
理、構造、及び適切な使用法を理解する
ために必要となる機械工学の基礎につい
て学習し理解を深める。

1.機械工学の中で、機械材料、材料力学、流
体力学、計測工学、機械工作法の基本的な
知識の習得を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、みずからの
手を使って製作に積極的に参加できるように
なることを目標とする。
3.実習時には常に安全に注意するとともに、
実習にふさわしい服装を着用することを心が
ける。
4.ノギス、マイクロメータ、ダイヤルゲージを使
用方法を習得することを目標とする。；

機械工学II ものづくりや身近な家庭用機械の動作原
理、構造、及び適切な使用法を理解する
ために必要となる機械工学の基礎につい
て学習し演習やコンピュータシミュレーショ
ンにより理解を深める。

1.機械工学の中で、材料力学、機械力学、流
体力学および熱力学の基本的な知識の習得
を目指す
2.機械工学に関して関心を高め、機械工学に
関するさまざまな現象に興味・関心を示すこ
とができる。
3.授業中はプログラムの作成演習を行う。
4.毎週ノートパソコンを持参して、積極的にプ
ログラムを作成することを心がける。
5.授業中またはレポートで作成したプログラ
ムの動作を確認するとともに、そのプレゼン
テーションを行う。



応用機械(実習を含
む。）

1.本講義では、初めに、ロボコンの歴史と
その教育的効果について考察する。
2.次に、実際にミニロボットを製作し競技を
行なう。
3.簡単なミニロボットの設計製作能力を身
に付けるとともにものづくりにおける創造
力をやしなう。

1.ロボットの設計製作を通して、中学校技術
科教員に必要と考えられる機械工学と電気
工学の基本的な知識の習得を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、みずからの
手を使って製作に積極的に参加できるように
なることを目標とする。
3.実習時には常に安全に注意するとともに、
実習にふさわしい服装を着用することを心が
ける。
4.簡単な機械システムの設計製作能力と機
械加工技術を習得することを目標とする。

総合技術II 1.　機械分野における、機構学について基
礎的な知識を身につけた後、実際に揺動
スライダクランク機構の設計と製作を行
う。　                                      2.さらに
機械要素を駆動するアクチュエータとそれ
をコンピュータを使用して制御する方法を
学習する。

1.揺動スライダクランク機構の設計製作を通
して、中学校技術科教員に必要と考えられる
機械工学と電気工学の基本的な知識の習得
を目指す。
2.ものづくりに関して関心を高め、みずからの
手を使って製作に積極的に参加できるように
なることを目標とする。
3.実習時には常に安全に注意するとともに、
実習にふさわしい服装を着用することを心が
ける。
4.比較的製作が困難な機械システムの設計
製作能力と機械加工技術を習得することを
目標とする。

電子回路学 1.電気回路で学んだ回路理論の基礎知識
の復習から初め、ダイオードやトランジス
タの動作原理とそれを用いたた基本的な
電子回路について解説する。    2.また、よ
り実際的な回路作成のために、オペアン
プの基礎と簡単な応用回路についても説
明する。

1．ダイオード、トランジスタ、オペアンプの動
作を理解し説明ができる。
2．トランジスタ増幅器の簡単な交流等価回
路が描ける。
3．整流回路、トランジスタ増幅器、反転増幅
器、非反転増幅器の回路図が描ける。
4．トランジスタの直流バイアス設計ができ
る。                                          5．要求さ
れた増幅率の反転増幅器、非反転増幅器の
原理的な設計ができる。

電気回路学 1.直流回路および交流回路で利用される
素子の性質、オームの法則、キルヒホップ
の法則などを説明し電気回路の電圧や電
流の計算法を解説する。       2.また、交
流回路の計算に必要な複素数や行列の
計算法も必要に応じて説明する。

1．直流回路でのオームの法則、キルヒホッフ
の法則を理解する
2．交流回路計算の基礎である振幅や位相と
複素数との対応を理解する
3．コイルやコンデンサを含む交流回路の複
素計算を理解する
4.与えられた直流回路の電圧電流をオーム
の法則、キルヒホッフの法則を用いて計算で
きる                              5．コイルやコンデ
ンサを含む交流回路の電圧電流をキルヒ
ホッフの法則を用いて計算できる；

ディジタル回路学 1.コンピューターを構成する電子回路の中
の組み合わせ論理回路とよばれる回路の
設計法や解析法を２値のブール代数を計
算手段として解説する。             2.カル
ノーマップやクワインマクラスキー法による
回路の簡略化の方法についても説明す
る。

1．2値のブール代数演算を習得する
2．ブール関数と真理値表の関係を理解する
3．カルノーマップ、クワインマクラスキー法に
よる簡略化法を理解する
4．ゲートによる回路図とブール関数の関係
を理解する
5.与えられた問題から真理値表を作成する能
力を習得する
6．論理表現で解決可能な問題にブール代数
的解法を利用する能力を習得する；

応用電子(実習を含
む。）

1.電子回路の講義で習得した知識をもと
に、整流回路、トランジスタ増幅器、オペア
ンプによる増幅回路を実際に作成する。
2.また、テスターやオシロスコープなどの
計測器の使い方も合わせて解説する。

1．作成する電子回路の動作を理解する
2．計測器に関する知識を獲得する
3.電子回路作成の意欲と面白さ体験する
4.測定した結果を製作や実験内容を含めて
レポートに的確にまとめる能力を養う

栽培汎論（実習を
含む）

人間の歴史の中で主要な位置を占めてき
た食べ物について、その生産の仕組みを
説明する。

1.主要農産物の生産について説明できる。
2.自然環境と農環境の関係を説明できる。
3.日常の食生活について関心を持つ。

農業環境論 世界各地の農業地帯に永い間営まれてき
た歴史の上に作られた農法や文化そして
暮らしのあることを説明する。

1.世界の農業地帯を説明できる。
2.農業文化の多様性を説明できる。
3.身近な農業文化に関心を持つ。

栽培演習 農山村に存在する多面的機能（自然の物
質的循環機能）を説明する。

1.農山村に存在する自然の物質的循環機能
を説明できる。
2.生物の多様性確保について説明できる。
3.身近な自然環境の保全について関心をも
つ。

情報処理論（実習
を含む。）

　情報技術の発展により社会の情報化が
急速に進展する今日，「情報リテラシー」を
できるだけ早い時期に身に付けておくが
重要である。情報リテラシーとは，一言で
言えば，コンピュータを道具として利用・活
用する能力のことである。Windows OS上
で，電子メールの送受信，インターネットを
利用した情報検索，情報倫理，文書作
成，ホームページ作成，表計算，プレゼン
テーションなどの演習を行う。

1. パソコンの基本的な操作方法を説明でき
る。
2. 基本的なアプリケーションを活用できる。
3.氾濫する情報の中から，自分の判断で意
味のあるものを選び出すことができる。
4. パソコンに関する情報をインターネットなど
で収集できる。
5. 自分が専攻する分野の学習にパソコンを
活用することに，意欲をもやすことができる。
6. ネチケットを守った行動ができる。
7. グループ作業を協調して行うことができ
る。                                            8. マルチ
メディアを活用した文書を作成できる。
9. データの集計や分析を行うことができる。
10. 情報の発信を行うことができる。
11. 明快で論理的な説明を行うことができる。

情報基礎I 1.まず、計算機における情報の表現
方法の基礎について説明する。
2.さらに、計算機に適した四則演算
の方式や計算機を構成する基本とな
る論理演算及び論理回路について説
明する。
3.最後に、中央処理装置や主記憶装
置の基礎となる回路について説明す
る。

1.情報の表現方法、計算機の構成、演算方
式について理解する。
2.情報科学や計算機科学について関心を持
つ。

情報基礎II 計算機を利用するための基本ソフトウェア
であるオペレーティングシステム：OSにつ
いて、現代のOSが備えている機能の基礎
とその仕組みについて理解を深める。

1.現代のOSについて理解する。
2.OSへの関心が高まること。；

家庭経営学（家庭
経済学を含む。）

１．我が国の消費生活の変容、家計につ
いて理解するとともに現代の消費者問題
の背景・要因について理解する。２．その
上で、真に豊かな消費生活文化・様式を
創造する自立した消費者について学習す
る。

1.　授業で学んだことを理解することが出来
たか。　（家計、消費者問題、消費者政策、自
立した消費者など）
2.現代の消費者問題について、その要因・背
景を明確にすることが出来るか。　　（消費者
の権利・責任の観点から）
3.　消費者問題に関心・意欲を持つことが出
来たか。
4.授業の態度が真面目であったか。
5.課題レポートが分かりやすく書かれていた
か。

生活科学論 １．水環境、生活排水、河川の自然浄化
に関して講義をする。
２．授業の前半では山口市内に流れる川
について、水性生物による水質分析を行
うとともに後半で生活が及ぼす環境との関
わりについてpower pointでまとめ、発表を
行う。

1.水汚染の分析項目COD,BOD,硝酸性＆亜
硝酸性窒素、アンモニア性窒素などについて
理解できる。
2.河川の調査結果から、そこの水質階級が
判断できる。
3.結果をまとめる課程で水環境の保全に関
する意識を高めることができる。  ；
4.自分の生活を振り返り、汚れを少なくするた
めの生活様式に気づき、実践できる。
5.水生生物の同定と水質階級を見極めること
ができるとともに結果をpowerpointで表現で
きる。；

家族関係論 １．現代家族の理論と実態について取り上
げる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．家
族と社会の関係、家族内部の人間関係
（夫婦関係・親子関係・きょうだい関係）お
よびその病理（ＤＶ・児童虐待など）につい
て講義する。

1.現代家族の置かれた状況、課題について
理解する；
2.家族問題についての自分なりの見解を持ち
表現できる
3.家族関係に関する関心を持つ

衣生活環境論 　生活のなかの衣料に着目し、歴史、衣服
気候、繊維、染色、洗浄、管理等に関する
基礎的な事項を解説する。

１．衣料用素材の種類と特徴を説明できる。
２．洗剤の種類と役割を説明できる。
３．品質表示の意味を説明できる。
4.目的に合った衣類を選択できる。
5．洗剤の誤った使い方を指摘できる。；
6.衣生活を科学的な目で捉えることに関心を
持つ；
7.授業だけのこととして終わらせるのではな
く、日常生活に生かせる。；

衣料素材論I 　まず、物理、化学の基礎知識を復習した
上で、衣料用のさまざまな繊維について、
構造、比重、吸湿性、保温性、強伸度、帯
電性等の基本的な性質、特徴を解説す
る。

1.繊維素材の性質、特徴を科学的に説明で
きる。
2.繊維素材の性質と布地の性質を関連づけ
られる。
3.日頃、意識せず着用している衣料を科学の
目で捉えることに関心を持つ。
4.日常生活のなかの事象を科学的な目で捉
え、考えることができ、日常に応用されている
物理や化学を実感することができる。；

衣料素材論II 　化学繊維の発展の歴史を述べ、その上
で、最近のいわゆる機能性繊維や高感性
繊維について紹介し、その特徴および機
能発現の機構を論述する。

１．化学繊維の起こりを説明できる。
２．機能性繊維、高感性繊維の機能発現の
機構を説明できる。
3.機能性繊維、高感性繊維の機能を効率よく
発揮させる方法を自分で考えることができ
る。                                  4.世界の最先端
をいく日本の繊維技術について関心をも
つ。；

被服造形論（被服
製作実習を含む。）

１．被服分野の教材の基礎となる被服の
立体構成を取り扱う。
２．基本パターンからさまざまなデザイン
への展開方法およびデザインの基礎とな
る発想力をも磨くようなトレーニングを行
う。

1.被服の立体構成に関する基礎知識と技能
を習得する
2.基礎パターンから様々なデザインへの展開
方法がわかる
3.デザインの基礎となる発想力を磨く

被服学実験 　被服の材料となる繊維、紡績糸、フィラメ
ント糸、帛布の基本的な性質について科
学的実験を行い、実験結果の整理・解析
とレポート作成を行う。

1.各繊維素材の性質を物理現象・化学現象
として説明できる。
2.身近なものでも、物理現象・化学現象に基
づいていることを実感する。
3.身の回りに起こる現象について、「なぜ？」
という疑問を抱くようにする。
4.実験指導書で説明している実験器具、測定
機器を扱える。
5.チームワークの方法と技術について、創意
工夫を行う。；



食文化論 「食べる」営みは、自然条件、社会・経済
条件によって形成された文化である。本講
義では、世界および日本の食文化につい
て講義する。

１.食文化とは何かについて説明できる。
２.世界および日本の食文化について理解す
る。
３.食文化の研究の意義を理解する。；
4.食文化に関する自分の意見を論理的に述
べることができる。
5.食に関する関心を広げ、問題意識を高める
ことがでる。
6.日常生活の中で、食文化の問題について
主体的に考えることができる。；

食品衛生学 　我々の健康の源である食物の安全性に
ついては、古来よりもっとも重要な課題の
一つであるが、近年、その食物の生産、製
造における種々の変遷がその課題をより
複雑なものにしている。この授業では食の
安全をテーマに種々の角度から考える。

1.四大食品公害事件の概要と問題点を説明
できる。
2.代表的な細菌性食中毒について説明でき
る。
3.食品添加物についてベネフィットーリスク論
を構築できる。
4.遺伝子組換え、クローン技術、環境ホルモ
ンなど新しいテーマについて説明できる。
5.食品の安全性について、個々の問題点を
より深く理解し、総合的に食の安全性につい
て考えることができる。
6.日常の食生活との関わりのなかで、食の安
全性を考えることができるようになる。
7.個人個人の食の安全への関心・意欲の高
まりが、社会全体の「食の安全性」の監視状
況を強化することにつながることに気づき、
日常の食生活の中で、自然な形で、その関
心・意欲が実際の食生活へ反映できるように
なる。
8.食の安全性については、個人個人がどの
ような考え方を持つかが大きく問われる。授
業中のディベートを通して、自らの意見を正
確に相手に伝える力を身につける。；

栄養学I １．先ずはじめに、生命と細胞のしくみを
学び、ついでタンパク質、糖質、脂質、ビタ
ミン、ミネラルの五大栄養素の代謝やその
生体内での機能や重要性について学ぶ。
２．また、食物繊維などについても学ぶ。
３．さらに、ビデオ鑑賞などを行い、現代の
食生活の抱えている問題や課題について
考える。

１．細胞の仕組みや生体の主な機能（例え
ば、消化吸収・エネルギー生成など）につい
て説明できる。
２．五大栄養素や食物繊維の役割を説明で
きる。
3.個々の知識を総合して、食と健康の問題を
考えられる。
4.自分の食生活や現代の食の問題等と比較
して考える。；

栄養学II １．この授業では、先ず、栄養と病気の基
本的なかかわりを学ぶ。
２．ついで、幼児期・児童期～老年期まで
の各ライフサイクルにおける栄養学的特
徴について理解するさらに、おもな生活習
慣病について、食生活との関連を通して
学習する。

１.各ライフサイクルの栄養の特徴を理解し、
説明できる。
２．主な生活習慣病について理解し、説明で
きる。
3．実際の生活状況と生活習慣病との関連を
考えることができる。
4．マスコミやインターネットで垂れ流し状態に
なっている「食と健康」にかかわる情報を取
捨選択できる。
5.授業を通して、食と健康の課題をさらに発
展的に考え、問題意識を高める。；

調理学実習I １．基本的な食品の取り扱いと調理特性を
踏まえ、調理操作を中心として、基礎的調
理の技術・知識を修得する。　　　　２．こ
の調理学実習は、小・中学校の家庭科食
物領域の指導の際に必要な内容にしてい
る。

１.実習の目的を理解する
２.食品の調理特性を理解する
3.調理が科学であることを実感する
4.調理実習を通して、食品・調理への関心を
高める。
5.実習に積極的に参加する
6.調理技術を身につける
7.グループで協力して実習に取り組む
8.安全に留意して実習を行う；

調理学実習II １．調理学実習Iで修得した知識・技術を応
用した調理学実習を行う。
２．食品科学で修得した知識を生かして、
食品素材の調理性を中心とした調理実習
および、家庭でできる加工食品を製造す
ることを目標とする。　　　　　　　３．この調
理学実習は、おもに中学校、高等学校の
食物の指導をする際に、役立つような内
容にしている。

１.実習の目的を理解する
２.食品の調理特性を理解する
３.身近な加工食品の製造原理を理解する
4.調理が科学であることを実感する
5.身近な加工食品の製造工程
6.調理実習を通じて、食品・調理・加工食品
への関心を高める
7.実習に積極的に参加する
8.調理技術を身につける
9.グループで協力して実習に取り組む
10.安全に留意して実習を行う；

食品科学 食品素材について、その特徴および調理
特性について習得する。

１．食品素材の成分の特徴を理解し、説明で
きる。
２．食品の調理特性を理解し、説明できる。
３．調理操作の目的と特徴を理解し、説明で
きる。
４．食品素材とその調理特性を関連づけるこ
とができる。
５．日常の生活のなかで、食品と調理に科学
的な関心を持つ。

食品栄養学実験 １．この授業では、先ず、簡単な実験器具
や薬品等の取り扱い方など基本的な実験
の基礎技術について学習し、ついで各栄
養素を題材に、それぞれの生物学的、科
学的特性を、実験を通して体得する。
２．さらに、食品衛生的な立場から、微生
物に関する実験や食品添加物の検出実
験等を行う。

1.各実験について、原理までしっかりと理解
し、説明できる。
2.各実験に使われている器具、試薬などにつ
いてその役割や意味を説明できる。
3.実験を通して栄養学的、食品学的、食品衛
生学的興味関心を高める。
4.それぞれの実験に対して、技術の習得だけ
でなく、その原理的内容についても把握す
る。また、他人に対して協調的、建設的態度
がとれる。
5.基礎的な化学実験、生物学実験の技術を
マスターし、使用できる。；

住居学（製図を含
む。）

１．住生活の向上のために、住空間の構
成や住環境の制御方法の理解を深めるこ
とを目的とする。　　　　　　　　　　　２．まい
の発展や多様な住まい方を通して、現代
の住まいと住生活の課題を学ぶ。
３．あわせて、健康や安全面から住まいの
環境を点検し、子どもや高齢者に配慮した
住居の計画、地域環境へと理解を深めて
いく。

１．住まいの歴史と住まい方の発展から、住
まいと住まい方の基本事項を理解する。
２．健康や安全の面から現代の課題を理解
する。
3．住まいの健康や安全性の判断ができる。
4．子どもや高齢者の特性から、その必要な
空間条件を考えられる。
5．住まいと地域環境との関係や、消費者問
題・住宅政策など社会との関係にも関心を広
げる。
6．バリアフリーなど社会の動きを主体的につ
かむ。
7．知識や思考力を自らの住まいと住まい方
に生かし、よりよい住まい方を積極的に追求
する。
8.子どもや高齢者を含んだ家族のニーズを
理解し、それを間取りに表現できる。；

住居学演習 　住まい、地域空間における住み手の生
活や空間の問題について、仮説をたてて
調査し、その問題の解決策や生活の仕
方、空間のあり方を考察する。

１．各自の演習テーマに関する既習の基本
事項や問題について明できる。；
2．演習テーマに関する適切な調査方法を指
摘できる。                              3．調査結果
を類型化するなどにより分析し、仮説の検証
として示すことができる。
4．他の人の調査等についても意見を述べ
る。；

設計製図 １．家族生活のためのよりよい空間創造
の力を養おうとする授業である。
２．住居設計の手順や方法を習得し、想
定した家族生活のための住居を構想す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．
その設計図を作成するとともに、さらに模
型で表現する。

１．住居設計の手順、方法を実際に使って製
図することができる。
２．各住居空間に求められる条件や必要な
広さを説明できる。
3．想定した家族のニーズを必要な空間に置
きかえることができる。
4．空間や家具などを模型に表現することが
できる。；

児童学 １．乳幼児の心身の発達について講義す
る。
２．保育記録とＶＴＲ記録をもとに、幼児の
特性に応じた関わりの基本を学ぶ。
３．絵本を紹介しながら、子ども理解につ
いて考える。

1.幼児期の発達の特徴を理解する；
2.幼児の行動の見方が広がり、かかわり方に
ついて考えることができる；
3.幼児や子どもに対する関心が深まる
４.絵本鑑賞とおもちゃの製作を通じて、児童
文化に意欲や関心を抱く

保育学(実習及び
家庭看護を含む。)

１．幼稚園における幼児の行動理解と保
育のあり方について、保育記録に基づい
て学ぶ。　　　　　　　　　　　　　　　　２．家庭
看護及び小児の救急看護について実習を
行う。
３．幼稚園にて、幼児の行動観察・保育実
習を行う。

1.保育に関するテキストを読んで、内容を理
解したか
2.保育参加実習において適切な判断がなさ
れ、行動できたかどうか
3.幼児教育について、意欲や関心が高まった
か；

児童文化演習 １．児童文化財の中から、絵本を中心に
取り上げ、絵本の読み聞かせや子どもと
のかかわりを考える。
２．保育および学校現場で使える紙を使っ
た教材の製作を行う。

1.児童文化に関する基本的な知識を獲得し
たか
2.幼児にふさわしい文化財を選ぶことができ
るか
3.児童文化に関する関心・意欲が高まったか
4.おもちゃの製作ができるか絵本の読み聞か
せができるか；

実践英語音声学 The purpose of the course is to expand
the students' basic repertoire of vocal
sounds from those of Japanese to the
much wider range of English.

1.The students will be made aware that
there is much to learn which was not taught
at school, and indeed much to unlearn which
was taught.
2.The reliance on katakana as a means of
transcribing English and the tendency to say
every sound as though English were
phonetically written must be abandoned.
3.New and untaught things such as the
glottal stop and unstressed vowels, which
make English immeasurably less "foreign"
will be practised intensively.

言語学概論I 言語を客観的に眺め、言語についての理
解を深めることによって、英語教育の実践
において重要な考え方の基礎を学ぶ。

言語学上の基本概念を理解する。

言語学概論II 言語を客観的に眺め、言語についての理
解を深めることによって、英語教育の実践
において重要な考え方の基礎を学ぶ。

言語学上の基本概念を確認し、社会におけ
る言語の在り方についても理解を深める。

英語史I English is not an isolated phenomenon: it
arises from the context of the Indo-
Euopean past, Germanic Europe of the
Dark Ages, a fusion of tongues in the
Early and High Middle Ages, and the
emergence of figures of genius from that
time onwards. The spread of English
round the world arises first and foremost
from English colonial ambitions. These
and many other things will be examined.

音韻、形態、語彙、統語法、意味の各々につ
いて、英語がどのように変化して今日の状態
になったのかを理解する。



英語史II 1.英語を通時的に考察する。
2.音韻、形態、語彙、統語法、意味の各々
について、英語がどのように変化して今日
の状態になったのかを通覧する3.諸々の
規則の説明は、できるだけ原典テクストの
読解を通して行う。

音韻、形態、語彙、統語法、意味の各々につ
いて、英語がどのように変化して今日の状態
になったのかについて理解を深める。

英文法演習I 1.英文を組み立てる諸規則について学習
する。                                      2.演習形
式で授業を行う。

現代英語における基本的な言語事実を観察
し、英語文法の構造全体を体系的に考察し、
正用法を確実に習得する。

英文法演習II 英文を組み立てる諸規則について、主とし
て、統語論と機能論から考察を進める。

言語事実を踏まえた演習を通して、諸規則の
綿密な観察ができることを目標とする。

英語学演習I 音韻論・形態論・統語論・意味論・語用論・
社会言語学の視点から、 英語学上のト
ピックをとりあげ、理論・実践の両面から
研究的考察をおこなう。

1.英語学上の諸問題について、正しく観察
し、分析できる。
2.言語事実を踏まえた演習を通して、諸規則
の綿密な観察ができること・英語を外国語と
して学ぶ学習者の疑問に答えられる知識と
能力を培うことを目的とする。

英語学演習II 音韻論・形態論・統語論・意味論・
語用論・社会言語学の視点から、
英語学上のトピックをとりあげ、理
論・実践の両面から研究的考察を深
める。

1.英語学上の諸問題について、正しく
観察し、分析できる。
2.言語事実を踏まえた演習を通して、
諸規則の綿密な観察ができること・英
語を外国語として学ぶ学習者の疑問に
答えられる能力を高めることを目的と
する

英米文学概論I 1.英文学の歴史を概観する。
2.様々な時代背景の中から、様々な
文学が生まれ、発展し、受け継がれ
ていくさまを見ていく。
3.主要な作品の文学思想に重点をお
いて説明する。
4.表面的理解にならないよう、古典
的な作品を読みレポ－トしてもら
う。

1.各時代の歴史的背景と文学的特徴の
関連性を理解する
2.多様な文学に対する理解を深める。
3.歴史的な時代の思想の流れや多様な
文学に対して、比較し批評する観点を
育成する。
4.テキストに出てくる古典的な作品を
一つでも多く手にとって読めるように
する。
5.歴史的な流れに沿って多くの人名や
作品名が登場するので、自ら継続的に
学ぶ態度が必要である。
6.各時代・文人・作品・専門用語等の
理解と簡潔な説明ができるように努力英米文学概論II 1.英文学の歴史を概観する。

2.様々な時代背景の中から、様々な
文学が生まれ、発展し、受け継がれ
ていくさまを見ていく。
3.主要な作品の文学思想に重点をお
いて説明する。
4.表面的理解にならないよう、古典
的な作品を読みレポ－トしてもら
う。

1.各時代の歴史的背景と文学的特徴の
関連性を理解する
2.多様な文学に対する理解を深める。
3.歴史的な時代の思想の流れや多様な
文学に対して、比較し批評する観点を
育成する。
4.テキストに出てくる古典的な作品を
一つでも多く手にとって読み、関心を
深めるようにする。
5.テキストに出てくる古典的な作品を
一つでも多く手にとって読めるように
する。

英米文学講義I 演劇・小説・詩作品等を読み、作
家、作品の特質や作品の時代背景を
理解する。

1.作家、作品の特質を理解する
2.作品の時代背景を理解する
3.理解した内容をレポートする

英米文学講義II 演劇・小説・詩作品等を読み、作
家、作品の特質や作品の時代背景を
理解する。

1.作家、作品の特質を理解する
2.作品の時代背景を理解する
3.理解した内容をレポートする

英米の人と文学I 演劇・小説・詩作品等を読み、作
家、作品の特質や作品の時代背景を
理解する。

演劇・小説・詩作品等を読み、作家、
作品の特質や作品の時代背景を理解す
る。

英米の人と文学II 演劇・小説・詩作品等を読み、作
家、作品の特質や作品の時代背景を
理解する。

演劇・小説・詩作品等を読み、作家、
作品の特質や作品の時代背景を理解す
る。

英米文学演習I 英米の演劇・小説・詩作品等を精
読・批評し、読解力を養いつつ文学
への理解を深める。

1.英語で書かれた文学作品の特質、主
題を理解する
2.作家が生きた時代を理解する
3.理解した内容をレポートする

英米文学演習II 英米の演劇・小説・詩作品等を精
読・批評し、高度の読解力を養いつ
つ文学への理解を深める。

1.英語で書かれた文学作品を取り上
げ、そのテーマを理解する
2.作家が生きた時代のイギリスの文化
風土を理解する
3.理解した内容をレポートする

オーラルI The course is designed to build
upon the student's existing
knowledge of English grammar and
vocabulary, and to provide
classroom practice with a
native-speaker in speaking and
listening.

The course is designed to build
upon the student's existing
knowledge of English grammar and
vocabulary, and to provide
classroom practice with a native-
speaker in speaking and listening.

オーラルII As Oral Ⅰ, the native-speaker's
role in these classes is to
stimulate fluency and encourage
communication.  Moreover, he
provides the link with the
living language of his native

tr Th r ti l

As Oral Ⅰ, the native-speaker's
role in these classes is to
stimulate fluency and encourage
communication.  Moreover, he
provides the link with the living
language of his native country.
Th r ti l tr t r (r )オーラルIII In Oral Ⅲ, departures will

sometimes be made from the text,
and students will be required to
talk to the class in ones and
twos.  They will now be
encouraged to be freer and less
passive in their mode of
expression, generating dialogue
independently.  The emphasis, as
before, will be on class-
participation, grammatical
accuracy the honing of

In Oral Ⅲ, departures will
sometimes be made from the text,
and students will be required to
talk to the class in ones and
twos.  They will now be encouraged
to be freer and less passive in
their mode of expression,
generating dialogue independently.
The emphasis, as before, will be
on class-participation,
grammatical accuracy, the honing
of pronunciation-skills and of

ライティングI The keynote of this course is
grammatical accuracy.  Awareness
of the contrastive grammar of
English and Japanese can do much
to alleviate problems of native-
language interference in
composition.  So many areas of
English grammar provide these
contrasts - articles, plurals,
countability, parts of speech
and so on - and the students
will be continually practised in

The keynote of this course is
grammatical accuracy.  Awareness
of the contrastive grammar of
English and Japanese can do much
to alleviate problems of native-
language interference in
composition.  So many areas of
English grammar provide these
contrasts - articles, plurals,
countability, parts of speech and
so on - and the students will be
continually practised in handlingライティングII In WritngⅡ, grammatical

accuracy will not be lost sight
of, and several additional
contrastive topics will be
introduced.
However, students at this stage
will also be expected to develop
stylistic skills and to try
their hand at various different
types of writing designed to
expand their repertoire -
letter-writing, precis, reports,

In WritngⅡ, grammatical accuracy
will not be lost sight of, and
several additional contrastive
topics will be introduced.
However, students at this stage
will also be expected to develop
stylistic skills and to try their
hand at various different types of
writing designed to expand their
repertoire - letter-writing,
precis, reports, instructions,
narrative and so on.

日英対照言語学 1.日本語と英語を比較しながら、両
言語の実態を知る。
2.言語一般についての基本的な考え
方を修得する。
3.言語使用の現象を分析し、説明す
る能力を身につけ、言語への理解を
深める。

1.日本語と英語を比較しながら、両言
語の実態を知る。
2.言語一般についての基本的な考え方
を修得する。
3.言語使用の現象を分析し、説明する
能力を身につけ、言語への理解を深め
る。

異文化学習論 1.異文化および異文化理解に関する理論
や事象についての講義を行う。
2.適宜受講生による討議・エクササイズを
取り入れ、受講生による各事項に関する
理解を深める。

1.異文化理解に関する語句、概念、理
論を説明できる
2.学んだ概念や理論を実際の社会問題
に当てはめて考え、自分の意見を述べ
ることができる。
3.学んだことを自分の日常生活に当て
はめて考えることができる。
4.討議、エクササイズに参加できる
5.自分の意見をはっきりと論理的に伝
えることができるメディアの持つメッ

比較文化学概論 1.文化人類学における異文化理解に
対する考え方を学ぶ。
2.具体的には、アフリカ、ヨーロッ
パ、近現代の日本における家族、親
子関係、結婚、性などを取り上げ
る。

1.文化人類学の基本的概念、特に文化
相対主義を理解する。
2.自文化中心主義ではなく文化相対主
義に基づいて異文化を判断できるよう
になる。
3.異文化に関心を持つ。
4.異文化、特にアフリカなどの人たち
の文化に対して偏見を持たずに接する
ことができるようになる。

英語文化と言語 This is a course about things
that are not found in school
textbooks, things that arise
from that close bond between
language and society, language
and geography, language and
nationality - in short language
and culture which informs the
way we speak and think.

This is a course about things that
are not found in school textbooks,
things that arise from that close
bond between language and society,
language and geography, language
and nationality - in short
language and culture which informs
the way we speak and think.

国語科教育法I 　国語科教育の内容について概観
し、指導の実際について考察するこ
とができる。

１・国語科教育の内容について理解で
きる。　　　　　　　　２・知識を教
育実践に応用することができる。

国語科教育法II 国語科教育の内容について概観し、
指導の実際について考察することが
できる。

１・国語科教育の内容について理解で
きる。　　　　　２・知識を教育実践
に応用することができる。

国語科教育法III 国語科教育の内容について概観し、
指導の実際について考察することが
できる。

１・国語科教育の内容について理解で
きる。　　　　　　　　　　　２・知
識を教育実践に応用することができ
る。

国語科教育法IV 国語科教育の内容について概観し、
指導の実際について考察することが
できる。

１・国語科教育の内容について理解で
きる。　　　　　　　　　　　２・知
識を教育実践に応用することができ
る。

社会科教育学I 1.t中学校社会科で取り扱う題材に
関して自主的に教材研究を進める。
２．教材研究の成果を基に、単元を
構成するとともに、授業構想を練
る。
３．授業研究の成果を発表するとと
もに相互に検討し深める。

１．中学校社会科で取り扱う題材につ
いて主体的に教材研究することができ
る。
２．中学校社会科の授業プランをまと
めることができる。
３．授業研究の成果を相互に深めるこ
とができる。



社会科教育学II １．社会科の教科成立の原理
２．社会科のカリキュラム構成に関
する諸問題
３．現行学習指導要領の意味付け
４．これからの社会科カリキュラム
のあり方

１．社会科の成立をめぐる諸問題、特
に現代社会・社会科学・子どもの三者
の相互関係を理解している。
２．総合社会科・分化社会科・認識形
成・態度形成に関する概念を理解して
いる。
３．学習指導要領等の資料に対し、カ
リキュラム的な観点から論評すること
ができる。
４ カリキュラム的な観点から社会科

社会科教育学III 社会科教育の「今」、「これまで」
を踏まえ、「これから」を実践的に
検討する。戦後、社会科はコア（中
核）、花形教科として登場した。し
かし、その後、どのような経過をた
どり、今日に至っているのか。学校
五日制、実質年間授業数100時間を
切った中学校社会科の「かたち」を
中心とし 「 れから 社会科中等地理歴史教育

論I
１．現行の中学校・高等学校の地理
歴史教育のカリキュラムの現状
２．中等地理歴史教育における争点
３．中等地理歴史教育の単元構成
４．中等地理歴史教育の指導計画
５．中等地理歴史教育の評価

１．現行の中等地理歴史教育につい
て、以下の概念を通して説明できる・
社会科歴史　社会科地理・内容構成・
単元構成・教材構成
２．中等地理歴史教育の現状の争点
を、学習原理的視座から説明できる。
３．地理・歴史に関する単元構成のあ
り方について、争点を踏まえて論評
し、単元計画を立てることができる。
４．地理・歴史に関する授業計画のあ
り方について、争点を踏まえて論評
し、授業計画を立てることができる。
５．地理・歴史に関する評価のあり方
について、争点を踏まえて論評し、評
価計画を立てることができる中等公民教育論I 1.t中学校社会科公民分野・高校公

民科で取り扱う題材に関して自主的
に教材研究を進める。
２．教材研究の成果を基に、単元を
構成するとともに、授業構想を練
る。
３．授業研究の成果を発表するとと
もに相互に検討し深める。

１．中学校社会科公民分野・高校公民
科で取り扱う題材について主体的に教
材研究することができる。
２．中学校社会科の授業プランをまと
めることができる。
３．授業研究の成果を相互に深めるこ
とができる。

数学科教育法I １．中等教育数学科の基本的枠組
み。
２．中等教育数学科の内容の概説。
３．今日の教育状況における数学教
育の課題。

1．中等学校数学科の構成を理解す
る。
２．中等学校数学科の内容の概要を理
解する。
３．数学教育の今日的課題に関心をも

数学科教育法II １．中等教育数学科における指導の
重点の検討。
２．指導内容の背景にある数学及び
数学的見方・考え方の検討。
３．中等教育数学の教材としてさま
ざまな事象を具体化。

１．中等教育数学科における指導の重
点を理解する。
２．指導内容の背景にある数学及び数
学的見方・考え方を指摘できる。
３．中等教育数学の教材を自分なりに
開発できる

数学科教育法III １．中等教育数学科の学習指導の方
法や指導計画の構成を考える。
２．マイクロティーチングの実施。
３．学習指導を立案・実践・評価す
るための基本的な能力を養う。

１．中等教育数学科の学習指導案を作
成できる。
２．学習指導の実践・評価を単純な場
合において遂行することができる。

数学科教育法IV １．中等教育数学科の実践的研究の
背景にある歴史や理論の概説。
２．中等教育数学科について，社会
的，国際的に広い視野を養う。

１．中等教育数学科の実践的研究の背
景にある歴史や理論について理解す
る。
２．中等教育数学科を社会的，国際的
視野から考えることができる

理科指導法総論 理科教育に関する概要について講義
する。中学校・高校理科教諭免許を
取得するためには必修である。

１．理科教育に関する基礎的な知識理
解
２．科学的な思考力と判断力
３．理科教育に対する興味関心
４．真面目に取り組む姿勢
５．理科授業を構想して実践する技能
と表現力理科実験指導法I 理科の二つの分野の内容（物理・化

学）について、実験方法を中心に具
体的な授業方法を学ぶ。中学校理科
の免許取得のために必修

１．物理教育と化学教育に関する基礎
的な知識
２．科学的な思考力
３．物理教育と化学教育に対する意欲
を高める
４．積極的に取り組む態度
５．基礎的な実験観察の技能と授業へ
の応用理科実験指導法II 理科教育生物分野および地学分野の

内容に沿いながら、講義を中心に、
観察・実習をまじえながら、指導す
る。

１．生物教育と地学教育に関する基礎
的な知識や科学的な思考能力を身につ
ける
２．生物教育と地学教育に対する意欲
を高める
３．基礎的な実験観察の技能を身につ
け 授業に応用する とができる理科指導実践研究 受講学生を３班に分け、各班ごとに

責任を持って小学校のサイエンスク
ラブのための教材を作成し、附属山
口小学校のクラブ活動の時間にその
授業を行う。授業の回数は、３回程
度。実際の授業実践は、附属山口小
学校で行い、その教材研究は学部で
行う

１．科学実験・観察に関する基礎的な
理解
２．児童生徒の立場に立って、教材を
検討する思考力
３．実験観察を授業に導入しようとす
る意欲
４．まじめに取り組む姿勢や態度
５ 実験観察の教材を作る技能と児童音楽科教育法I １．中学校の音楽科に関する基礎知

識について教授する。
２．中学校の音楽科の実践に必要な
歌唱教材範唱法・教材ピアノ伴奏
法・教材の音楽分析法について教授
する。

１．中学校音楽科に関する基礎知識を
獲得し、それらを音楽科の実践研究に
活用することができる。
２．中学校音楽科の実践に必要な歌唱
教材範唱法・教材ピアノ伴奏法・教材
の音楽分析法を身につけ、それらを音
楽科の実践研究に活用することができ
る音楽科教育法II １．中学校音楽科の実践に向けて、

ビデオ教材による授業分析を行うと
ともに各領域の教材研究を行う。
２．学習指導案を作成し模擬授業を
行って、中学校音楽科の内容・方法
について研究する。

１．ビデオ教材によって中学校音楽科
の授業を分析し、それを活用して各領
域の教材研究をすることができる。
２．学習指導案の作成・模擬授業の実
践を通して、中学校音楽科の内容・方
法について研究することができる。

音楽科教育法III

音楽科教育法IV

美術科教育学I 1.「教科教育法図画工作」を基礎と
して、美術教育学をより深く学んで
いく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.
中等教育段階の学習者の特性（発達
段階等）を考慮しながら、美術教育
を構想・実践する上での理念的基礎
を学ぶ。

１．美術教育の理念・歴史・制度等に
関する理解を深める。
２．中学生・高校生の発達段階と造形
表現の関係を理解し、授業構想力を高
める。

美術科教育学II 「教科教育法図画工作」と「美術科
教育学Ⅰ」で学んだことを生かして
授業実践力を高める。

１．鑑賞指導能力を、「一方的解説
型」「発問活用型」「対話的ギャラ
リートーク型」の順に段階的に高め
る。
２．教科書にある題材例を基に、教材
研究をし、作品の試作をし、授業を構
想し 指導案を書くことができる

美術科教育学III 1.教育実習体験を踏まえ、美術教育
のよりアクチュアルな問題について
考察する。
2.自己の実習体験の中から設定した
テーマの下にレポートを作成する。
3.この授業は、後期基本実習の事後
指導を兼ねているので、そのつもり

１．自己の実習体験を真摯に振り返
り、その中からテーマを設定し、調査
レポートを作成することによって一定
の解決をはかる。
２．実習体験に基づき、美術教育の理
論をよりアクチュアルな問題として理
解する。

美術科教育学IV 1.中等教育の中でも高等学校段階に
絞った内容とする。 2.高等学校芸
術科美術および高等学校芸術科工芸
の具体的な授業内容について実地指
導講師が担当する。

１．高等学校芸術科美術及び工芸の位
置づけ・目的・内容等について就学前
教育からの系統性の中で理解する。
２．高等学校の美術教育について、理
念や制度および具体的な実践例を基に
今日的な課題を理解する。

保健体育科教育学
I

1.戦後体育実践史について，各時期
の典型的実践を集団的に検討するこ
とを通じて，その展開と特徴を理解
する．
2.また，今日の教育改革の動向の中
で保健体育科がどのように変えられ
ようとしているのか，学校体育全体
（体育授業－体育行事－部活）のあ
るべき姿について，グループ研究－
報告・討論－グループ研究－レポー
ト作成という展開のもとに理解を深

1.　戦後の体育実践の展開過程に関
し、その特徴を説明することができ
る。
2.学校体育の領域と作用について、そ
の区別と関連を説明できる。
3.個人またはグループで、課題意識に
沿った資料収集と文献研究を行い、結
果を論理的に述べることができる。
4.テーマに沿ったレポートや発表をわ
かりやすく、わかりやすくまとめて報
告することができる ；

保健体育科教育学
II

1.この授業では，保健体育科教育の
目的・内容・方法に関する諸説につ
いて概説し，それらを一貫性という
観点から考察する．
2.また，後半では，小グループで実
際に授業づくりのプロセス（教材解
釈→教科内容の設定→授業プランの
作成→評価計画）を追体験すること
を通じて，目標設定・教材づくり・
学習集団の組織化・形成的および総
括的授業評価等 体育実践の見方お

1.体育の授業づくりに関わる基本用語
について説明できる。
2.　先行実践に学びながらも、自分な
りの独自な教材解釈や教材づくりに取
り組む。
3.　グループによる取り組みに主体的
に参加する。
4.学習指導案の形式にそって指導構想
を叙述できる。；

保健体育科教育学
III

1.この授業では，保健体育科教育学
IおよびIIの学習成果と教育実習で
の経験をもとに，「授業づくり－模
擬授業－授業批評会」というプロセ
スを連続的に展開していく．
2.この過程を通じて，各自のもつ
「よい体育の授業」のイメージを実
践の形に具体化するとともに，授業
を観察・分析する方法を習得する．

1.　授業を観察する際の視点を挙げ、
説明することができる。
2.自らの描く「よい体育授業」の条件
を、独自の授業分析方法に具体化でき
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.
様々な問題について、主体的に考える
ことができる。
4.授業分析の結果をもとに、整合性の
ある授業の解釈ができる。；

保健体育科教育学
IV

1.体育科教育研究に関わる特殊テー
マを設定し、先行研究を検討した
り、調査を実施するなどして、テー
マに関わる理解を深め、交流する。

1.グループまたは個人の設定したテー
マについて、その学習成果をもとにわ
かりやすく説明できる。
2.関連する先行研究をもとにして、多
角的（因果関係や水平的・垂直的分
析）に考察することができる。
3.　さまざまな問題について、主体的
に思考し取り組むことができる。；

技術科教育法I 中学校技術・家庭科の技術系列の役
割や意義についての理解を深めると
ともに、教科で培うべき技術的能力
や教科の歴史などの基本的事項につ
いて講義する。

1.技術科教育に関しての説明が出来る
2.技術科教育に関して自分なりの考え
を述べることが出来る
3.技術科教育に対する関心を高め、問
題意識を持つことが出来る；

技術科教育法II 技術・家庭科の技術系列の教育活動
を支える学習要件や学習内容につい
て講義する。

1.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について説明
ができる
2.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について考え
を述べることができる
3.技術・家庭科の技術分野の学習内容
や指導技術、学習指導法について問題
意識を持つことができる



技術科教育法III 実践的立場に立って技術・家庭科の
授業の見方や考え方などができるよ
うに、より具体的な知識や方法を習
得する学習を演習的に行う。

1.指導計画や学習指導案についての具
体的な説明ができる
2.技術・家庭科の授業について自分な
りの見方や考え方などができる
3.技術・家庭科の指導上の問題点など
を積極的に見いだそうとする；

技術科教育法IV   技術・家庭科の技術分野の教材研
究を行うと共に、選択した教材につ
いての授業化案を演習的に行う。

1.技術・家庭科の技術分野の教材と授
業化について説明できる
2.技術・家庭科の技術分野の教材と授
業化について自分なりの考えができ
る；
3.技術・家庭科の技術分野の教材と授
業化について問題意識を持つことがで家庭科教育学I １．中学校および高等学校家庭科の

指導を行うにあたって、家庭科とは
何か（家庭科の独自性）、家庭科の
カリキュラム（目標、内容、指導方
法、評価）、中学校と高等学校の関
連性など、基本的事項について学習
する。　　　　　　　　　　２．そ
の後、生徒の生活実態を踏まえた上
で、先行授業実践例および現職教員
の授業を参考にしながら指導案を作
成する。

1.　中・高等学校家庭科の基本的な事
項について理解する。　授業設計・指
導案作成について理解する。；
2.　生徒の生活実態を踏まえた上で、
授業設計・指導案を作成する。；
3.　中・高等学校家庭科の授業に対し
て関心・意欲をもって臨む。
４.　授業設計・指導案を分かりやす
く書ける。

家庭科教育学II １．中学校家庭科の学習指導要領を
衣食住の技能的項目と家族関係の項
目に分け、どのように変遷してきた
かの講義を行うとともに、教育実習
を想定し、全員が模擬授業を行うこ
とで、板書、発問、教材提示などの
基本的な技能を身につけることを目
的とする。

1.中学校家庭科の技能的内容、家族関
係的内容の変遷から、今回の学習指導
要領改定のねらいを理解できる。
2.模擬授業を通して、本時の目標をど
のようなに効果的に生徒（学生）に学
習させることができるか判断できる。
3.」模擬授業を行うための指導案作成
の過程を通して家庭科の題材の関心や
意欲を高めることができる。
4.模擬授業を行うにあたり、主体的か
つ創造的に実践できる。
5.模擬授業で自分の指導案を表現でき
る ；

家庭科教育学III １．新しい生活様式・文化・環境の
創造に向けて、中学校および高等学
校の模擬授業を実践する。
２．その授業実践を通して、学生同
士の相互評価を行う。
３．その後、授業の問題・課題を発
見・整理し、中・高等学校家庭科の
よりよい授業づくりを目指す。

1.　中・高校家庭科の授業目標と学習
内容の関連性を理解する。
2.　模擬授業について、問題・課題を
発見し、より良い授業に対する提言が
出来る。
3.　模擬授業に関心・意欲を持って取
り組む。
4.分かりやすい模擬授業であったか。
5.　中・高校の関連性を踏まえた指導
案作成ができる

家庭科教育学IV １．中学校・高等学校家庭科の教育
目標を把握し、教材化の視点から内
容を分析していく。
２．具体的な教材にふれ、学習効果
について考察するとともに作成し、
各自が独特な新規教材の作成を行
う。

1.教材を作成する過程で、家庭科教材
の家族関係、安全健康、環境保全に関
する基本的な知識や理解ができる。；
2.　教材を作成する過程で学習内容を
生徒にわかりやすくするにはどのよう
にしたらよいかなど判断できる。
3.　教材を作成する過程で学習内容に
関して関心・意欲を高めることができ
る。
4.わかりやすく、おもしろくの観点か
ら教材を工夫することができる。
5.powerpointを活用し、自分の授業を
表現できる英語科教育学概論 以後の発展科目への基盤となるよう

な、英語科教育学の諸領域における
基礎的な事項や用語を概説する。

1.英語科教育学における基礎的な事項
や用語について間単に説明できる。
2.授業内で扱った内容を自分なりに整
理することができる。
3.自身の英語学習経験と照らし合わせ
ながら、英語科教育学の扱う各領域へ
の関心を高める。

実践英語科教育学 1.英語の授業の構成（指導課程）や
教材研究の方法について学習する。
2.授業案の作成についても扱う予定
である（実地指導講師担当）。
3.模擬授業を実際に体験することに
より、指導方法についても一定の知
識と技能を得ることを目標とする。
4.また、この授業を通し、教育実習
の研究課題を得ることもねらいとし
ている。

1.英語の授業の構成（指導過程）を理
解すること。
2.教材研究の方法を習得すること。
3.授業案の作成ができるようになるこ
と。
4.模擬授業を通して指導方法について
の一定の知識と技能を得ること。
5.教育実習の研究課題を得ること。

英語科教育学I 1.実践英語科教育法と並行履修する
ことにより、（また、模擬授業を体
験することにより）英語の教師とし
ての留意点や教授法について学ぶ。
2.具体的には、発問、フィードバッ
ク、教授法、　　　　　　４技能の指
導、教具や教育メディアの利用技
術、指導要領、などについて学ぶ。

1.発問やフィードバックについての知
識を持つ。
2.教授法に関する知識を持つ。
3.４技能の指導に関する基本的な知識
と技能を持つ。
4.教具や教育メディアの利用技術につ
いての知識と技能を持つ。
5.指導要領に関する知識を持つ。

英語科教育学II 英語教育学概論、実践英語科教育
法、英語科教育学Iの履修をベース
に主として、各種指導法、指導技
術、言語材料、言語技能、評価論の
中から現在の英語教育にとって中心
的なトピックを選び、その理論的背
景を学習させる。

文法の指導、語彙指導、４技能の指導
方法、言語習得、スピーキングなどの
評価方法などの中から現在の英語教育
にとって中心的なトピックを選び、そ
の理論的背景を学習させる。

英語科教育学III 英語教育学概論、英語科教育学I、
IIなどの履修をベースに、これまで
に獲得した知識や実習での経験等を
ふまえながら、外国語としての英語
の教授と学習についての総括を行
う。

1.これまでに獲得した知識や経験等を
基に、英語学習指導のあり方とその留
意点について説明できる。
2．英語教師としての自分の能力を客
観的に見つめ、今後の課題を見つける
ことができる。

障害児教育原理

1.前半は特殊教育諸学校（盲学校・
聾学校・養護学校）並びに小学校・
中学校の特殊学級及び一般学級に在
籍する障害児（特別な支援を必要と
する児童生徒）への教育の意義、教
育史、発達過程、教育課程、制度改
革、今後の展望等について講義す
る。                      2.後半
からは学校教育現場等での具体的な
指導事例や取り組みの内容について
視聴覚機器等で紹介しつつ、障害児
教育の基本原理である「個に応じた

１．障害児教育（特別支援教育）の概
念、歴史、教育課程等を説明できる。
２．障害児教育の基本原理である「個
に応じた指導」の具体を説明できる。
3．障害児教育における歴史と現状を
ふまえつつ、今後の課題を指摘でき
る。
4．障害児の生涯を見通した教育への
関心を高め、学校教育段階における望
ましい指導のあり方を探求する態度を
身につける。

1◎　４◎ １○　２◎　３○ １◎　４◎ ２◎ ３○ ４○

障害児福祉

1.児童福祉法と知的障害者福祉法を
中心に、障害児・者の福祉史、福祉
施設サービスや行政サービスの内
容、地域生活の実現に向けた支援の
あり方、２１世紀のわが国の障害
児・者福祉のあり方等について講義
する。
2.社会福祉施設等における支援内容
や、就労を支える支援内容等につい
て視聴覚機器等で紹介しつつ、理論
と実践の融合をはかる。

１．障害児・者福祉の概念、歴史、福
祉施設サービスや行政サービス等を説
明できる。
２．地域生活の実現に向けた支援を説
明できる。　　　　　　　　　　　　　3．障害
児・者福祉における歴史と現状をふま
えつつ、今後の課題を指摘できる。
4．障害児の生涯を見通した支援のあ
り方への関心を高め、学校教育段階に
おける望ましい福祉的支援並びに雇用
に向けた支援との連携のあり方を探求
する態度を身につける

１◎　４◎

２◎　３○ 1◎　４◎ ２◎ ３○ ４○

障害児教育行政及
び管理

1.　特殊教育諸学校（盲学校・聾学
校・養護学校）並びに小学校・中学
校の特殊学級に在籍する障害児への
教育に関する法令を中心としつつ、
今日の障害児教育行政の現状、今日
的課題及び今後への展望（特別支援
教育に向けた展望）について講義す
る。                     2.ま
た、養護学校、特殊学級、通常学校
（学級）における具体的な指導事例

１．障害児教育行政（特別支援教育行
政）の施策を法令に基づき説明でき
る。
2.障害児教育行政における歴史と現状
をふまえつつ、今後の課題を指摘でき
る。
3．障害児教育行政に関する法令への
関心を高め、学校教育における望まし
い指導のあり方を探求する態度を身に
つける。

３◎ １○　２○ ３◎ １○ ２○ ３○

障害児発達心理

1.人の発達の過程、障害の意味を概
説した後に、障害のある子どもたち
の心理的機能の発達の過程とその指
導について概説する。
2.特に、障害と心理的諸機能との相
互作用について詳述する。

１．障害のある児童生徒の心理的機能
の発達とその指導の具体について説明
できる。
２．障害と心理的諸機能との相互作用
について説明できる。
3．障害児の発達心理に関する関心を
高め、学校教育における望ましい指導
のあり方を探求する態度を身につけ
る。

１○　２○　３◎ １◎　２○ ３◎ 1◎　２○ ３○

障害児の病理（生
理を含む。）

1.　授業は4日間の集中講義形式で行１．障害児病理に関する基本的概念
（精神遅滞、遺伝、先天性代謝異常、
染色体異常等）について説明できる。
２．障害児病理研究における歴史と現

３◎ 1◎ ３◎ １◎ ２◎　３◎ ３○

障害児心理学研究
法I

障害児の心理や行動を客観的に理解す
る方法を習得するために、自然観察法や
実験観察法の基本的考え方や手続き、お
よび各種の心理学的測定法について体験
的に学習する。

障害児の心理や行動を客観的に理解する方
法を習得するために、自然観察法や実験観
察法の基本的考え方や手続き、および各種
の心理学的測定法について体験的に学習す
る。

１○　４◎ ２◎　３◎ １○　２○ １◎　３◎ ３◎ １○　４◎

障害児心理学研究
法II

1.障害児心理学における研究方法につ１．自身の関心に基づくテーマを設定
し、論文を講読・発表できる。
２．少数事例研究法について説明でき
る。　　　　　　　　　３．プレゼン
テーションにより発表できる。
４．討議に参加し、自分の意見を論理
的に述べることができる。

１○ ２◎　３○　４○ １◎　 ２◎　３◎　４◎ ２◎ １○　

障害児の心理

様々な障害について、その障害の心理発
達に及ぼす影響、認知的発達に及ぼす影
響、パーソナリティ・社会性に及ぼす影
響、指導法の概略について概説する。

１．肢体不自由児、自閉症児、知的障害児、
学習障害児、注意欠陥多動性障害児等の心
理発達を環境との相互作用の視点より説明
できる。　　　　　　　　　　　　　　　２．代表的な
指導法の概略を説明できる。
３．障害のある児童生徒の心理に関する関
心を高め、望ましい指導のあり方を探求する
態度を身につける。

３◎ 1◎　２◎ ２◎ ３◎ １◎　２◎ ２○

障害児臨床心理

１．子どもの行動障害や集団適応にかか
わる問題・課題の事例について概説する。
２．発達障害児の特性や周囲の人々との
関係性を分析・評価・支援するあり方につ
いて概説する。
３．個別支援の方法について応用行動分
析の技法を中心に演習させる。

１．ケーススタディーの基本的方法を修得す
る。
２．心理学的アセスメントの技法と各種の臨
床支援理論を修得する。
３．個別ケースの支援の実際について学習
する。

１◎　２◎　３◎ １○　２○ １◎　２◎　３◎　 １○　２◎　３○

障害児の心理アセ
スメントI

１．一般的な知能検査、発達検査の
あり方について概説する。
２．アセスメント結果の解釈・活用
のあり方について解説する。
３．個別心理検査の実施・解釈・活
用について演習させる。

１．知能検査、発達検査の評価の視
点・活用のあり方について修得する。
２．アセスメント結果の解釈・活用の
あり方について修得する。
３．個別心理検査の実施・解釈・活用
の実際について修得する。

１◎　２○　３◎ ２○　３◎ １◎　３◎ １◎　２◎　３◎

特殊教育に関する科目



障害児の心理アセ
スメントII

１．発達障害児を対象とする個別実
施型の知能検査、発達検査のあり方
について概説する。
２．アセスメント結果を障害特性に
関連して解釈・活用するあり方につ
いて解説する。
３．個別心理検査の実施・解釈・活
用について演習させる。

１．知能検査、発達検査の評価の視
点・活用のあり方について修得する。
２．アセスメント結果の解釈・活用の
あり方について修得する。
３．個別心理検査の実施・解釈・活用
の実際について修得する。

１◎　２○　３◎ ２○　３◎ １◎　３◎ １◎　２◎　３◎

障害児神経生理学

　脳の発達について、その解剖学的
側面については画像診断学的アプロ
－チ、生理学的側面については主と
して電気生理学的方法論にもとづき
つつ理解し、発達障害児の評価の実
際と限界についてその基礎的知識を
習得することを目標とする。

１．障害児神経生理学に関する基本的
概念（正常脳構造、CTスキャン画像検
査、脳波検査、脳性麻痺の病形分類と
画像診断、てんかんと脳波検査、新生
児の超音波診断等）について説明でき
る。
２．障害児神経生理学研究における歴
史と現状をふまえつつ、今後の課題を
指摘できる。
３．障害児神経生理学への関心を高

３◎ １◎ ３◎ １◎ ２◎　３◎ ３○

障害児心理演習

１．発達障害児・者支援に関する受
講者の学習課題を提示させる。
２．受講者各自の学習課題に応じた
学習計画を企画・立案・遂行させ
る。
３．受講者各自の学習計画の遂行プ
ロセスと結果を評価し討論させる。

１．発達障害児・者支援に関する自己
の学習課題を提示できる。
２．自己の学習課題に応じた学習計画
を企画・立案・遂行できる。
３．受講者各自の学習計画の遂行プロ
セスと結果を評価し討論できる。

１◎　２○　３◎ ２○　３○ ２○ １◎ ３◎

障害児教育方法

1.養護学校、特殊学級、通常学校
（学級）における指導の実際につい
て、実践事例をもとに検討し、個に
応じた指導の必要性とその望ましい
あり方について講義する。
2.なお、事例については視聴覚機器
等で具体的に紹介しつつ、理論と実
践との融合をはかる。

１．障害児指導法の基本原理である
「個に応じた指導」の具体を説明でき
る。
２．「個に応じた指導」に基づいた学
習指導案を作成できる。
3．障害児指導法の歴史と現状をふま
えつつ、今後の課題を指摘できる。
4．障害児教育の指導事例に接するこ
とで指導法への関心を高め、知的障害
児、自閉症児等への望ましい指導のあ
り方を探求する態度を身につける。

４◎ １◎　２◎　３○ １○　２○ １○　２○ ４◎ １◎　２◎ ３○ ４○

重複障害児の指導

重複障害児のうち、主に肢体不自由
と知的障害が重複している場合を取
り上げ、医療的ケア、認知発達、運
動・動作、ポジショニング、摂食指
導の指導方法について、実技を交え
て概説する。

１．重複障害児への医療的ケアについ
て説明できる。
２．重複障害児の運動・動作、ポジ
ショニングについて説明できる
３．重複障害児の摂食指導について説
明できる。
４．重複障害児への指導法の歴史と現
状をふまえつつ、今後の課題を指摘で
きる。
５．指導事例に接することで指導法へ
の関心を高め、重度重複のの知的障害

４◎　５◎ 1◎　２◎　３◎ １◎　２◎　３◎ ５◎ １◎　２◎　３◎ ４◎ ５○

障害児の進路指導

1.障害児の進路選択について、小学
校入学時、中学校入学時、高等学校
入学時、就職時等、節目毎に事例を
通して検討する。事例検討では、グ
ループディスカッション、ディベー
ト、ロールプレイ等を行い、表面的
な理解にとどまらず問題を深く掘り
下げるようにする。
2.また、特別支援教育の考え方、就
学指導に関する基本的施策、
Inclusive Educationをめぐる各国
の取り組み等も概説する

１．障害児の進路選択の歴史と現状に
ついて説明できる。
２．障害児の進路指導に向け、低学年
から指導する必要があると判断される
学習内容について説明できる。
３．学校と家庭との連携のあり方につ
いて説明できる。
４．進路指導における今後の課題を指
摘できる。５．附属養護学校における
「進路学習」について説明できる。

１◎　４○ ２◎　３◎　５◎ ３◎ １○ ２◎　３◎　５○ ４◎

聴覚・言語障害児
の指導

1.聞こえやことばの障害のある子ど
もに対しての関わりは、多くが聾学
校や小・中学校の難聴・言語障害学
級で行われている。そうした子ども
たちの抱える聞こえやことばの問題
は、人とのコミュニケーションや学
習面での課題となって現れることも
多い。　本授業は、そうした子ども
への学校教育を中心とした関わりに
求められる内容について、講義を中
心に、集中講義形式で行う。

１．聴覚障害、言語障害をことばの形
態的な側面である「音声」とコミュニ
ケーション手段としての側面である
「言語」という視点から理解すること
ができる。
２．構音器官や聴覚器官の基礎的な構
造について名称を含めて理解できる。
３．個々の障害の状態像の基礎的な内
容について理解し、説明することがで
きる。
４．言語習得の過程やその過程におい
て習得される言語の機能について理解
できる。
５．言語習得を図るための手だてとし
て必要な事項についての基本的な視点
を持つことができる。
６.　ことばの障害のある子どもに接
する場合に必要となる、言語の習得を
支える子どもと周囲とのコミュニケ

６○ １○　２○　３○　４○
５◎

５◎ ６○ １○　２○　３○　４○
５◎６○

６○

視覚障害児の指導

　障害児教育に携わる者として，知
的障害教育以外の分野について理解
を深めることは重要である。この授
業は，視覚障害教育についての基礎
知識を概説するものである。

１．視覚障害児の指導に関する基本的
事項について説明できる。
２．視覚障害児指導における歴史と現
状をふまえつつ、今後の課題を指摘で
きる。
３．視覚障害児指導への関心を高め、
学校教育における望ましい指導のあり
方を探求する態度を身につける。

３◎ 1◎ ３◎ １◎ ２◎　３◎ ３○

障害児教育演習

1.　附属養護学校での教育実習期間
中に関心をもち、取り組んだ内容
（事例）、あるいは実習終了後に文
献などをもとに調べた内容等につい
て発表し（発表者１名につき15
分）、その内容について全員で討論
（10分）する。
2.この学習活動を通し、障害児への
指導の具体的あり方について演習す
る。それゆえ、附属養護学校での障
害児実習に参加していることが望ま
しい

１．障害児指導の基本原理である「個
に応じた指導」の具体を説明できる。
2.自身による障害児指導の課題を指摘
し、改善策を講じることができる。
3．障害児教育の指導事例に接するこ
とで指導法への関心を高め、知的障害
児、自閉症児等への望ましい指導のあ
り方を探求する態度を身につける。
4．指導のために作成し使用した教具
類を効果的に使用し、指導経過や今後
の課題を具体的に表現できる。；

３◎ １◎　２○　４○ １○ １○　４○ ３◎ １◎　２◎　４○ ３○　４○

障害児の職業指導

１．養護学校における職業指導や障
害者雇用の実状を知り、職業的自立
への支援のあり方について理解を深
める。
２．福祉的就労についての理解を深
める。
３.附属養護学校における「進路学
習」を視点に事例を通して検討す
る。事例検討では、附属養護学校の
進路指導担当教員による実践報告も
適宜含め、問題を深く掘り下げるよ
うにする。
４.特別支援教育の考え方や、職業

１．職業リハビリテイションの概念を
説明できる。
２．養護学校における職業指導や障害
者雇用の実状を説明できる。
３．附属養護学校における「進路学
習」のとらえを説明できる。
４．事業所及び関係諸機関との連携の
あり方について説明できる。
５．障害児の卒業後の社会生活を支援
する制度・関係諸機関（福祉施設等）
について説明できる。
６．職業指導における今後の課題を指
摘できる。

１○　６○ ２○　３◎　４◎　５◎ １○ ２○　３◎　４◎　５◎ ６◎

障害児教育実習

1.養護学校教諭免許のための教育実
習を養護学校において行う。
2.教育実習についての事前、及び、
事後における指導も含む。

正しい障害観に立ち、児童生徒の実態
（行動特徴や心理特性など）に応じた
教育の実践ができるようになる。

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研究

卒業研究

個々の興味・関心に基づいた卒業論
文を作成することを通して、障害児
教育（心理学、教育学、医学）に関
する専門性を高める。

１．単なる先行研究の追試ではなく、
自らの思考と判断に立脚している。
２．論理の展開に整合性がある。
３．統計的手法（またはそれに類した
手法）により、結論を導き出すことが
できる。

１◎　２◎　３○ １◎　２◎ １◎　２◎　３◎ １○　２◎　３◎ １○　２◎

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


